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28クラスに参加した夫婦)。

I はじめに @年齢・経産回数・結婚年数俵2ー1，-2.表3)
妊婦の年齢を階層別にみると，初産では25歳-29歳

1. 第2年度の諜箆 (59.6 %)， 30-34歳 (30.19百〕であるが，当院では初

(1) 援助過程と指導方法由検討 産年齢が高い妊婦の割合いが多い傾向があり，当院内の

(2) 速営，管理の方法の検討 比較では立合を希望する妊婦の年齢が高い傾向があると

(3) 小集団指導者としての指導性と資質向上のための はいえない。

スーパーピィジョンやトレーニングプログラムの 婆が初産自失の年齢は， 30歳以上が62.2%。妻が経産

開発研究 の場合の夫の年齢は， 30歳以上が80労である。

第2年度も第 1年度の実施方法に基づき出産準備クラ 金体では， 30.歳以上白妊婦が40.1%， 30歳以上の夫が

スを〈愛育病院看護科)実施した。 65.2%である。

第2年度は，受講者から白フィードパックおよび窓見・ このヲラスの特徴としては，社会生活の経験も豊かに

感想などから，受講者個人およびクラスのアセスメント なっていると考えられる年齢階層の成人を出産教育の対

を十分に行なうととを目標とし，受講者からのフィード 象にしているということである。このことは企画・運営・

パックなどを中心にして援助過程・指導法などの検討を 講義にあたっては十分に念頭におかなければならない対

行ったので報告する。資料は表 1の資料と，記録者とし 象であることを示唆している。

て参加した共同研究者の千賀白.Ci量などιよる。本文で 初産は82.5%，経産は 17.59百である。クラスによって

はアンケートや評価表の結果と，その結果などから示唆 は経産の夫婦が参加していない場合もある。

される援助及び指導について考察する。 クラスに出産経験のある夫婦が重量加していると，初産

の夫婦にとっては経験談を聞くことができ，出産のイメ

E 結果と考察 ージを描きやすいことなどの利点がある。しかし，前回

の出産が異常な経過をたどった場合や，不快・不安を

1. 援助過程と指導方法の検討 経験をしており，十分に気持の整理のついていない夫婦

援助過程・指導法などの検討をするために，表 1のよ の場合の発言などが，初めて出産を迎える夫婦に不必要

うなアセスメントと評価の方法を採用した。 な不安を与えることが考えられる。だが， ?ラスを担当

(1) 受講前のアセスメントーー受講前のアンケートの するスタッフが，このような経験をした夫婦に，前回の出

結果などより 産の体験に十分に共感し，これからの出産は文新しい経

①対象把握 験であること，そしていいお産ができるように援助的な

愛育病院で開催する『夫立合分娩を希望する夫婦のた 関わりあいをするならば，経産や初産の夫婦両者にとっ

め申出産準備クラスJ (以下ークラス)を受講した 314 てそれは実り多いものになる。ヲラスに出産経験のある

組の夫婦(1986年12月より 1988年3月までに開催した 夫婦が出席することは望ましい。
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テラスの目標Lアセスメントと評価申方法

b)アセスメントと評価四方法

表一 1

a)夫立ち合い分娩のための出産準備

クラスの目標

田
耕
裁
砂
抽
開
城
虫
湖
沼
軸
印
刷
柑

ファイル名 記 入 者 実 施 時 間 内 山信

7 7 イ Jレ 1-2-m 重S 加 者 妊娠中〈第1回受講まえ) e情報収集ーアンケート

ファ イ Jレ 2-1 - i イYストラクター 妊娠中(1!l1回受講まえ〉 -外来カルテから妊娠中の情報

ファ イ Jレ 2-2 - i インストラクター 妊娠中(第2回受講まえ) -上ielζ情報を適宜追加

ファイル3-1-m-H-W重昼 加 者 第 1回目クラスを受講して -評価

ファイル3-2-m-H-W 参 加 者 第2回目クラスを受講して -評価

フ ァ イ ル 3-3-m 宝島 加 者 第 2回目クラスを受講して ，出産プラン

ファイル rn-l-j-m インストラクター 第 1回目クラス畳講中田星参加者 -個人野価(1→M)
7 7イ Jレ 4-2-j-m インストラクター 第2回目クラス畳講中の霊会加者 -個人評価(1・M)
ファイ 1レ5-1-m-H-W 参 加 者 分娩後 -情報収集・意識調査一アンケ

卜

-立合い分娩由経験・その他

第 I自由目標

1 )分娩経過と産婦申心理を知る乙とで分娩由

イメージを持てるようにする

2)自分述がお産lζど由ようにのそ'み，かっ体

験したかを2人で考えて行けるよう』とする

第2日の田原

1 )分娩由イメージを深めるために， 2人でそ

の方法を考えて演習できるようにする

2)自分述が落ち狩いてお産に臨むι胡えを持

てるようにする

3)子どもを迎えての新しい家族のスタートに

あたり，夫婦の役割lや育児について考えて

いけるようにする

目
白
(
}

瀦
日
仏
帆
担

一

妻白年齢階層別×立合い希望別×初経産別

初 産 経 産

Z十 立 合 b、 帯 望 St 立 合 希 望

( )内部 要 夫 夫婦 不明 ( )内% 護 夫 夫婦 不明

H 
259 (1帥0) 126 (唱6) 17 ( 6.6) 17 ( 34.4) 27 ( 10.4) 55 (100.0) 31 ( 56.4) 5 ( 9.1) 15 ( 27.3) 4 ( 7.3) 

ー司.-----ーーーーーーー・・・ ー・._--_・ー，司..・・....-・ーー..._・・ ー----...ー.._----- ー・.・・・・ ・・ ......・・..・・・・・ーーー -・ー
(1曲0) (100.0) (100.0) (1oo.QJ (100.0) (1田0) (100.0) (1仰の

20歳~ 13 ( 5.0) 4 ( 3.2) 2 ( 11.8) 6 ( 6.7) I 。 。 。 。 。
25 歳~ 155 ( 59.8) 初(63.5) 9 ( 52.9) 49 ( 55.1) 17 20 ( 36.4) 14 ( 45.2) 2 ( 40.0) 4 ( 26.7) 。
30歳~ 78 ( 30.1) 34 ( 27.0) 4 ( 23.5) 33 ( 37.1) 7 29 ( 52.7) 15 ( 48.4) 3 ( 60.0) 7 ( 46.7) 4 

35歳~ 12 ( 4.6) 7 ( 5.6) 2 ( 11.8) 1 ( 1.1) 2 6 ( 10.9) 2 ( 6.5) 。 4 ( 26.7) 。
40 歳~ 1 ( 0.4) 1 ( 0.8) 。 。 。 。 。 。 。 。

表 2ー 1



溺
白
書
迦
同
問
濁
守

4
1作
君
謡
曲
師
珊
R
湿
叫
ぶ
期
満

初 産 経 産

(計)内部

立 合 、、 希 望

〈Zf)内第

立 合 b、 希 望

委 夫 夫婦 不明 喪 夫 夫婦 不明

lt 
259 126 17 89 27 55 31 5 15 4 
------ー・-----_..-・・・・ー・----ー・・ー・ー ・---.・---------・・・・・・・・・ー・------_-------------------------------ーー ..・ー・・---_..__...-・・・・・・・------_..-・・・・・・・ー(100.0) (1曲0) (100.0) (100.0) (100.0) (1帥0) (100.0) (1加0)

20歳~ 2 ( 0.8) 1 ( 0.8) 事事事1( 5.9) 。 。 1 ( 1.8) 。 1 ( 20.0) 。 。
25 歳~ 96 ( 37.1) 41 ( 32.5) 11 ( 64.7) 33 ( 37.1) 11 10 ( 18.2) 4 ( 12.9) 。 3 ( 20.0) 3 

30 歳~ 105 ( 40.5) 55 ( 43.7) 1 ( 5.9) 39 ( 43.8) 10 24 ( 43.6) 14 ( 45.2) 3 ( 60.0) 7 ( 46.7) 。
35歳~ 40 ( 15.4) 23 ( 18.3) 1 ( 5.9) 13 ( 14.6) 3 18 ( 32.7) 13 ( 41.9) ¥ ( 20.0) 3 ( 20.0) 1 

40歳~ 16 ( 6.2) 6 ( 4.8) 3 ( 17.6) I 4( 4.5) 3 2 ( 6.6) 。 。 2 ( 13.3) 。

夫の年齢階層zrJx立合い希望別×初経産別表 2-2

料水(1'値Pく0.01>) 

結婚年数別×立合い希望別×初経産別

初 産 経 産

E十 立 合 い 希 望 ，t 立 合 、、 希 望

( )内野 喪 央 夫婦 不明 ( )内部 饗 夫 夫婦 不明

259 126 17 89 27 55 31 5 15 4 
2十 -_..ーーー..._.-ー.....・----_.._------・・ーー・・・ 4・・--------_..._----・・・・・・・---_.._-ー------------ーーー 司_._-------_._-_・ -・・・ー・・..._-------・・・・・・ー・・・・・・・・ B(1曲0) (1叩0) (100.0) (100.0) (100.0) (1朗0) (1加0) (100.0) 

-1年未満 49 ( 18.9) 22 ( 17.5) 4 ( 23.5) 23 ( 25.8) 。 。 。 。 。 。
1- 74 ( 28.6) 40 ( 31.7) 9 ( 52.9) 24 (幻0) I 1 ( ¥.8) 。 1 ( 20.0) 。 。
2- 32 ( 12.4) 17 ( 13.5) 1 ( 5.9) 14 ( 15.7) 。 1 ( .1.8) 1 ( 3.2) 。 。 。
3- お(14.7) お(19.8) 3 ( 17.6) 9 ( 10.1) I 8 ( 14.5) 6 ( 19.4) 。 2 ( 13.3) 。
4- 16 ( 6.2) 8 ( 6.3) 。 7 ( 7.9) 1 16 ( 29.1) 9 ( 29.0) 1 ( 20.0) 5 ( 33.3) 

5- 12 ( 4.6) 7 ( 5.6) 。 5 ( 5.6) 。I 5( 9.1) 3 ( 9.7) 1 ( 20.0) 1 ( 6.7) 。
6- 7 ( 2.7) 5 ( 4.0) 。 2 ( 2.2) 。 4 ( 7.3) 3 ( 9.7) 。 1 ( 6.7) 。
7- 3 ( 1.2) 。 。 3 ( 3.4) 。 5 ( 9.1) 2 ( 6.5) 2 ( 40.0) 1 ( 6.7) 。
8- 1 ( 0.4) 1 (0.8) 。 。 。 7 ( 12.7) 6 ( 19.4) 。 1 ( 6.7) 。
10年以上 3 ( 1.2) 1 (0.8) 。 2 ( 2.2) 。 5 ( 9.1) 1 (. 3.2) 。 • 4 ( 26.7) 。
不 明 24 ( 9.3) 。 。 。 24 3 ( 5.5) 。 。 。 3 

*(Z2値 Fく0.05)

表 3I
B
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35歳以上の初産が13名ー 5%受講しており， Vriable 

Babyとして今回の出産が安産で母子ともに健康である

ζ とを，人一倍熱望している夫婦がいることにもアセス

メントをする上で留意したい。

結婚年数(表3)からみると，結婚して5年以上の初

産の妊婦が26名 10%， 8年以上4名。

やっと子宝に恵まれ出産までもう一息というところま

でこぎつげた感慨と，また，出産までの数週間をなんと

か無事にすごしたいという発言もあり，受講者はアンピ

パレントな状態であることを留意しなければならない。

受譜者は比較的若い年齢層の初産が多いとはいえ，出

産に対する思いはそれぞれ異なる夫婦が受講しているこ

とを考慮して，ヲラスを進めることが大切である。

'7ラスの担当者は，クラス開催前に受講予定の妊婦の

医学的・社会的背景など，カルテや外来担当者より必要

な情報を収集しアセスメントを行なっている。受講者個

人に対するアセスメントだけがともすれば先行しがちに

なる。だが，ヲラスの援助過程や譜義などの展開の仕方

の工夫するには，前述の対象の背景からも，そしてヲラ

ス全体の対象の身体・心理・社会的情況のアセスメント

をしておくことが必要である。

⑥夫立合い分娩申し込みの動機など

@-1 立合いの希望者(表2-1， -2) 

初産では，<妥が希望>-48.6%<夫婦で>-34.7 % 

<夫が>-6.6%。経産ではく姿が希望>-56.4，百<夫

婦で>-27.3%<夫が>-9.1 %0初・経産での泣いに

ついては申し込みの動機・理由などから考察する。

4年前の1983年の調査との比較を図 llr示す。対象全

体ではく夫婦で>立合分娩を希望している割合がやや増

えている傾向がある。

立合いの希望別を妥の年齢・経産回数別IC検討した結

果，ー顕著な差異は認められなかった。夫の年齢別では妥

が初産の場合，く夫群>では29歳以下の割合が他群に比

して有意に多い傾向を示す (P<O.OI)。 経産では差異

は認められなかった。

立合い分娩をしてみたいと主体的に出産に関わろうと

するく夫群〉の夫は，他群に比して若い年齢層といえよ

う。乙のEとは，次の希望別に結婚年数・経産回数別に

検討した結果とも関連している。<夫群>は全体の例数

カ坦Pないか初産自場合，全員4年未満である。

経産の<袈群>と<夫婦で群>の闘で結婚10年以上の

割合が，有意にく夫婦で群>白方が多い傾向がある。

1983年の調査では，立合い分娩の経験が肯定的だった

夫婦では，否定群に比較して立合い希望者が<夫婦で>

<夫>がというものが多く，否定群では皆無だった。ま

た，立合い希E聖者がく夫婦で><夫>がという群では，

立合い時の関わり方が積極的であり，立合いを申し込む

時由主体性・意識の速いが」立合いのさまざまの経験に

対する評価に影響を及ぼしている己とが示唆された。

今回の調査の結果は，今後のクラスのアセスメントに

反映させる目的があるので先年の結果を考慮し，立合い

希望者が夫婦白どちらであったかという立合い希望別K

諸項目を比較検討した。

@-2 立合い希望の動機・理由(表4-1， 4-2) 

ア 妥側の動機，理由などーー初産

動機・理由は自由記載形式としマルチプル回目事として

集計した。約60項目に該当する回答を得たが，表のよう

にA-Kまで<7.)11群区分類した。

分類基準は内容別にし，次にその内容にふくまれてい

る6要因を検討し，内容と要因の近湖している項目を l

分類にくくった。なお今回は，自由回答の内容から検討

しているので，解析は実施していない。

内容の中ι含まれていると判断できる 6要因

I 積極的・能動的/消極的・受動的。

E 支配的・録作的/自立的・非支配的(自他共存〉

皿一目的追求的・目的指向的/非目的追求的・指向的

W 役割意識重視/価値感重視

V 体験・経験重視/心的共有感重視

百 立合希望の理由の主体は，誰Ir働きかけようとし

ているかー妥自身白ため，夫の為，夫婦のために

子どものために)

立合希望別及び経産回数別IC理由を11群(A-K)1r分け

て検討したが， 11群間庄は有意差は認められなかった。な

お，ある分類K該当する項目のいづれかに回答している

かによって検討したと ζろ，次のような傾向が示唆され

た。立合い希望者<斐群〉では，<夫が立合う ζ とによ

り，将来子育ての上で，夫に育児を手伝わせやすい・手

伝わせるための動機づけ>という夫の意識変革への操作

的目的を持った婆の理由が，<夫婦で群>よりも有意に

多い傾向がある (Pく0.05)。また，<委群>はく夫婦

で群>IC比べ，く親子の自党を促したい><出産は大変

な乙とである ζ とを気づかせたい>など夫の意識変革を

お乙したいという操作的目的を持った理由がやや多い傾

向がある。

また，立合い時に夫と心的共有感を味わいたいという

A群の害Ij合は，<夫婦で群>の方が<委群>よりやや多

い傾向が示された。

イ 夫の理由，動機ー一委が初産の場合

動機・理由を表のように設と同様にA-Kまでの11群
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立合いの理由ー妻

〈立合いの理由×立合いの希望別×初経産別〉

表 4-1

濁
ロ
香
川
混
同
附
溜
守
叶
!
作
副
議
鉢
珊
R
酒
叫
血

v
g肖

初 産 経 産

合立合い希望 合立合い希望

( )内計は% 妻 夫 央婦 (測計は% 委 央 夫婦

-心的共有感 夫婦ですばらしい体験を味わいたい 43 22 (17.5) 1 ( 5.9) 21 (23.6) 7 4 (12.9) 。 3 (20.0) 
-夫l'良い体験をあげたい 7 2 ( 1.6) 1 ( 5.9) 4 ( 4.5) 6 4 (12.9) 。 2 (13.3) 

A -子どもの誕生を二人で見守りたい 21 12 ( 9.5) 。 9 (10.1) 3 3 ( 9.7) 。 。
<心的共有感>

<精神・心情重視>

-夫婦で協力・励ましあいたいので 7 4 ( 3.2) 。 3 ( 3.4) 2 1 ( 3.2) 。 1 ( 6.7) 
B -体験を共有したい，共同作業を経験したい 48 27 (21.4) 。 21 (23.6) 6 5 (16.1) 。 1 ( 6.7) 

く体験重視>

-夫婦感・家族観ーー何事も二人でやっていく 3日 17 (13.5) 。 13 (14.6) 4 2 ( 6.5) 。 2 (13.3) 
出産は夫婦のことである

妻だけのことではない

C 子育ては二人でするもの

出産は共同作業である

-夫が参加するととは自然なとと・あたりまえのこと 6 3 (2.4) 1 ( 5.9) 2 ( 2.2) 1 。 。 1 ( 6.7) 

<価値観重視>

-子育の第I歩とする 。。 。 5 ( 5.6) 。。 。 。
D 

-家族のスタートとする 2 1 ( 0.8) 1 ( 5.9) 。 。。 。 。
-夫婦関係でプラスになるように 5 4 ( 3.2) 。 1 ( 1.1) 3 1 ( 3.2) 。 2 (13.0) 

<家族関阪の重視>

-子どものためにーー祝福してやってほしい 11 4 ( 3.2) 1 ( 5.9) 6 ( 6.7) 5 4 (12.9) 1 (20.0) 。
見守ってやってほしい

E -子どもの将来のために 将来，いい影響がある 4 4 (12.9) 
将来，子どもが喜ぷだろう

く子ども重視>

1

5臼

l



-育児を手伝うようにーー育児を手伝うように， 13 *11 ( 8.7) 。 2 ( 2.2) 4 4 (12.9) 。 2 (13.3) 

子育の上でプラスだから

-夫としての自党と理解を促したい 15 9 ( 7.1) 2 (11.8) 4 ( 4.5) 4 1 ( 3.2) 1 (20.0) 2 (13.3) 

一一出産の重大さを感じさせたい

理解させたい

F 
出産は夫婦白問題であるととを自

覚させたい

-父親・親子関係の自覚のために 25 17 (13.5) 2 (11.8) 6 ( 6.7) 1 。 1 (20.0) 。
-父親・夫としていい体験をさせたい l 1 ( 0.8) 。 1 ( 1.1) 。。 。 。

一 いい体験をさせたい

生命の却さを感じさせたい

<夫の意識変革重視>

-不安だから 85 44 (34.9) 7 (41.2) 34 (38.2) 5 4 (12.9) 。 1 ( 6.7) 

-リラックスしたいーーととちょいから・ 14 8 ( 6.3) 1 ( 5.9) 5 ( 5.6) 3 2 ( 6.5) 。 1 ( 6.7) 

精神的ICおちつくから

-援助してほしいから 7 4 ( 3.2) 1 ( 5.9) 2 ( 2.2) 3 3 ( 9.7) 。 。
G -分娩がスムースICいくから 2 2 ( 1.6) 。 。 。。 。 。

-自然な出産をしたいので 。。 。 。 。。 。 。
-ラマーズ法で出産したいから 。。 。 。 。。 。 。
-前回のお産でつらく不安だ、った 前回帝王切開 。。 。 。 7 4 (12.9) 。 3 (20.0) 

<出産快適願望>

-子どもと自分を見守ってほしい 3 2 ( 1.6) 。 1 ( 1.1) l 。 1(2日0) 。
二人を喜んでほしい

H 感動してほしい

-幸せ体験願望一一一一ー自分にとって 2 。 1 ( 5.9) 1 ( 1.1) 4 2 ( 6.5) 1 (20.0) 1 ( 6.7) 

く幸せ体験享受願望>

-自分の親としての自党のために 2 1 ( 0.8) 。 1 ( 1.1) 。。 。 。
<親意識の自覚重視>

-他人の経験から・勧められてー 先生・友人 11 9 ( 7.1) 。 2 ( 2.2) 2 2 ( 6.5) 。 。
• Dr，から勧められて 。。 。 。 。。 。 。

J -夫の希望で 3 1 ( 0.8) 2 (11.8) 。 3 。 2 (40.0) 1 ( 6.7) 

-他人目様子をみてよいと恩った 2 1 ( 0.8) 。 1 ( 1.1) l 1 ( 1.1) 。 。
く非主体的>

K 
-前回も経験したので今回も 。。 。 。 2 2 ( 6.5) 。 3 (20.0) 

<良い体験のリピーター>

Pく0.05
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立合いの理由一夫

(立合いの理由×立合いの希望grjx初経産別)
初 産 経 産

立合い希望 立合い希望

{計l内% 妻 夫 夫婦 (十肉% 妻 夫 夫婦

-心的共有感ー一夫婦で喜びゃ苦しみを味わいたい 31 (12.0) 11 ( 8.7) 4 (23.5) 15 (16.9) 2 ( 3.6) 2 ( 6.5) 。 。
-妻のために，よい経験をあげたい 2 ( 0.8) 2 ( 1.6) 。 。 。 。 。 。

くいのないお産にしてあげたい

A -婆と子どもを見守りたい♂ 3 ( 1.2) 1 ( 0.8) 。 2 ( 2.2) 。 。 。 。
-子どもの誕生を二人で見守りたい 2 ( 0.8) 。 。 2 ( 2.2) 。 。 。 。

l -妻の乙とが心配で 5 ( 1.9) 4 ( 3.2) 1 ( 5.9) 。 1 ( 1.8) 。 。 1 ( 6.7) 
-妻を見守りえい 2 ( 0.8) 。 。 2 ( 2.2) 。 。 。 。

<心的共有感>

<精神心情重視>

-委の役IC立ちたい 6 ( 2.3) 2 ( 1.6) 1 ( 5.9) 3 ( 3.4) 。 。 。 。
A -サポートを一行動的一リラックスさせてあげたい 3 ( 1.2) 3 ( 2.4) 。 。 。 。 。 。

-サポートをー精神的ーはげます，安心させたい 59 (22.8) 29 (23.0) 6 (35.3) 23 (25.8) 8 (14.5) 5 (16.1) 。 3 (20.0) 
2 -サポートをー精神的ー不安がなくなれば 21 ( 8.1) 14 (11.1) 。 6 ( 6.7) 1 ( 1.8) 1 ( 3.2) 。 。

-父として失として協力したい 2 ( 0.8) 。 1 ( 5.9) 1 ( 1.1) 

く援助重視>

-体験を共有したい 33 (12.7) 11 ( 8.7) 2 (11.8) 唱。(22.5) 4 ( 7.3) 。 2 (40.0) 2 (13.3) 
B -夫婦で協力・励ましあいたいので 3 ( 1.2) 1 ( 0.8) 。 2 ( 2.2) 1 ( 1.8) 。 。 1 ( 6.7) 

(・何事も一緒iζ体験したい〉

<体験重視>

-夫婦観・家族観 17 ( 6.6) 4 ( 3.2) 2 (11.8) “ 1* 5 1(124〉 2 ( 3.6) 。 。 2 (13.3) 
c -夫が参加するζのと権は利自然でなとと・あたり前のとと 7 ( 2.7) 1 ( 0.8) 1 ( 5.9) ( 5.6) 2 ( 3.6) 。 1 (20.0) 1 ( 6.7) 

-夫，父親として あり畿務である 1 ( 0.4) 。 1 ( 5.9) 。 。 。 。 。
<価値観重視>

表 4-2
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-子育ての第一歩とする 3 ( 1.2) 3 ( 1.6) 。 。 。 。 。 。
D -家族白スタートとする 3 ( 1.2) 1 ( 0.8) 。 1 ( 1.1) 。 。 。 。

-夫婦関係で，プラスになるように 1 ( 0.4) 。 。 1 ( 1.1) 。 。 。 。
く家族関係重視>

E 
-子とも白ために祝福したい 34 (13.1) 11 ( 8.7) 2 (11.8) ぢ1(23.6) 9 (16.4) 6 (19.4) 1 (20.0) 2 (13.3) 

-子ども由ためにー将来子どもにとっていいだろう 1 ( 0.4) 。 。 1 ( 1.1) 1 ( 1.8) 。 。 1 ( 6.7) 

<子ども重視>

-体重・経輪願望一人生Irとって 12 ( 4.6) 7 ( 5.6) 2 (11.8) 3 ( 3.4) 4 ( 7.3) 2 ( 6.5) 。 1 ( 6.7) 

F -感動・体験願望一生命の神秘 12 ( 4.6) 6 ( 4.8) 2 (11.8) 4 ( 4.5) 3 ( 5.5) 2 ( 6.5) 1 (20.0) 。
-興味・体験願望一自分Irとって 4 ( 1.5) 1 ( 0.8) 1 ( 5.9) 2 ( 2.2) 2 ( 3.6) 2 ( 6.5) 。 。

く体験願望>

I 
-父親・親子関係のためIrー自覚・役割意識 12 ( 4.6) 8 ( 6.3) 。 4 ( 4.5) 1 ( 1.8) 1 ( 3.2) 。 。
-父・夫としての自覚をもつため 4 ( 1.5) 4 ( 3.2) 。 。 。 。 つ 。

<親意識の自覚重視>

-他人の経験から勧められて 9 ( 3.5) 4 ( 3.2) 1 ( 5.9) 4 ( 4.5) 1 ( 1.8) 1 ( 3.2) 。 。
• Drから勧められて 1 ( 0.4) 1 ( 0.8) 。 。 。 。 。 。

J -委由希望により 24 ( 9.3) 24 (19.0) 。 。 6 (10.9) 6 (19.4) 。 。
(・立合いには消極的な気持) 7 ( 2.7) 7 ( 5.6) 。 。 3 ( 5.1;) 3 ( 9.7) 。 。
-立合いにショックをうけそう 1 ( 0.4) 1 ( 0.8) 。 。 1 ( 1.8) 1 ( 3.2) 。 。

く非主体的>

K -前回経験したので今回も 。 。 。 。 3 ( 5.5) 。 1 (20.0) 3 (13.3) 

<良い体験のリピーター>
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堀口他・周産期ケアーと両親教育児関する研究

IC分類し，立合希望別及び経産回数別に検討した。<夫

婦で群>では， B-体験重視・ c-価値観・ E-子ども

重視の群をカウントする割合が，<妻群>より多い傾向

が有意に示された CP<O.03)。
<夫婦で群>の夫の動機・理由を項目別にみると，<妻

と出産の体験を共有したい><子育ては夫婦でするもの

である>く子どもが生まれてくるのを見守りたい，実感

したい>という項目のカウントが，<婆群>より有意IC

多い。立合希望がく喪群>の夫の理由は，<夫婦で群>

に比べ消極的な傾向である。<立合うことで婆の不安が

和らげられれば><婆の希望だから，かなえてやる>な

などのカウントが高い。 ζの群では5クラス受講申込段

階でもくまだ，立合う乙とに決めかねている>という消

極的な夫が5.6%いる。

クラス閥講第 1日自の自己紹介時，夫逮から異口同音

に言われるのは，まだ立合うととにためらいがあり棄が

強くいうのでく牛にひかれて善光寺参り>ですという状

態のようで，出席者の約 1/3からζのような気持が聞

かれる。

立合いたいという主体性が<失婦で>あるいはく央が

と>いう場合，失には出産・婆・子どもに対する気持など

が明確化しており，央・父親由役割意識や価値観がそれ

なりにあるように推察される。当然ではあるがく姿群>

に比べ，意識も行動面も積極的であることが予想される。

経産では婆・失の理由に顕著な傾向は見だきれなかっ

た。

クラスを申し込む妊婦は，立合い希望の主体が自分で

あれ夫婦であれ，立合いをしたい意志のもとに申し込む

のであるから C261/314一一83%)，理由や動機に顕著

な差異がみられなくて妥当であるう。

し;かし，失田方は裂から相談されて決めるわけなので，

主体性を持って立合い分娩に参加しようとしたいるか否

かでは，夫の動機・理由は異なる。

クラス全体のアセスメントをする上では，参加予定の

夫遥の動機を十分に把握し，クラスに星雲加したからと言っ

て十分に立合いを受け入れていないζとを知っておかね

ばならない。ある夫逮は積極的で知識などがあり，クラ

スの雰囲気を高揚させるりに役立つ時もある。しかし，

まだ立合う乙と IC消極的な夫逮にとっては『そんなに積

極的IC~をサポートできない。まあー側にいればよいと

思っていたのに』という恩いが多くあり，過度な積極

性を求める乙とは重荷になる事もある。

当院では，長年の経験から『夫は婆の側にいるだけで

饗の不安を軽減し，とてもよいととだとおもっているの

で，是非付いていてあげでください』と，消極的な夫白

思いを受容している。その基本的な考え方がスタッフに

あるので，クラス受講中に参加意欲が減退してしまった

という失は現在の所は経験していない。

どのような理由で参加するにしても，夫速がクラスに

参加しようという気持があることを高く評価して，受容

するととが大切である。また，参加者逮がどりようなス

テップから始めようが，高次の目標を持ちたくなるよう

に援助していく ζ とである。

例えば，消極的だった夫IC，<妻を励ますζ とにより

とでも妻が安心するんだという己と，そしてそれが棄の

リラックスにつながりお産の進行によいζ とだという己

とを理解できるよう>に話しかけていく。多く由夫は，

妻がリラックスできるような援助の方法を身につげたい

という気持を持つようになる。

クラスIC参加している失速(男性〉の言動から我々が

理解していることは，夫逮〈男性)は知的な理解を望み，

メカニズムなどが解ると目的が明確化されて，各自が可

能な目擦を設定するという ζ とである。消極的態度で臨

んだ央遥が第 1園田クラスを終了する時には，かなり積

極的K立合いに臨もうとする態度がクラス終了時の一言

メッセージや評価表に表われている(詳細は後述参照)。

今回白調査では，なるべく必要最小限度の情報収集を目

指しアセスメントしたので学歴などは調べていない(古参

照〉。だが，長年の調査白結果から，当院四患者の社会的

地位などが高いという乙とを前提とすると，受講者の年

齢・希望の理由などは十分に時味し，受講者を尊重し，

受講者自らの力で目擦を明確にし動機を強化していける

ようにするζとがポイントである。受講者をディスカウン

卜して脅起させるような態度は好ましいものではない。

肯対象者の医学的情報はもとより，社会・精神的領域IC

関する情報を多量に収集するζとは，対象者を理解し

援助するためには必要である。しかし対象者自プラ

イパシーに関わる ζ とに関しては，いかなる場合でも

必要最小限度に押えるべきである。情報を把握する者

の限定そして秘密保持の責任などに関しての十分な配

慮がなされなければならない。特にこのような集団指

導の要素を持ったクラスでは，受講者の理解と援助の

ためという目的の為巨集められた情報は，その公開伯

仕方IC十分な配慮を要する〔学歴，職業，結婚，既往

歴などん勿論，受講者自身が自分を理解してもらいた

く自分の情報について語るζ とにおいては原則的にこ

の限りではない。文，クラス開講中に対象者のプライ

パシーに関する乙とにふれる時には十分な配慮と，湯

合によっては対象者の了解をとる必要がある。乙れは，

クラス参加者同志そして参加者とスタッフ〈指導者)

- 167ー
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との聞に信頼関係ができていることが前提となろう。

@ 出産プラン〈表-5) 

出産にたいしての考えやどのような出産をしたいかな

ど，出産に関する要望・願望・計画など広義由意味で自

の出産プランを，クラス申し込み時のアンケートで自由

記載形式(マルチプル回答扱い)をとり，アセスメント

している。なお，己れは夫婦別々に記載する形態はとっ

ておらず，クラス受講前に夫婦が話し合う機会になるよ

うに夫婦単位で記入するようにした。結果をみると，委

だけの考えのように推察されるものが多く，失の意見が

十づ?に反映されてはいない。しかし，クラスの目標は，

受講の過程で夫婦が話しあい，なるべく夫婦で出産プラ

ンを考えるようにカリキュラムを組んであるので，受講

前の段階で夫の考えが反映されていないにしても問題で

はない。一応，妻の出産プランが妥だけの考えであって

もアセスメント上容考になるし，また，夫婦で出産プラ

ンを考える手がかりとなっている。

@)-1 初産

全体で第 1位の希望はく自然なお産を>-43.2 %.第

2位<積極的10主体的態度でお産10臨みたい一精神面の

強調>ー 11.6第。

乙の第2位田項目に<リラックスして臨みたいー精神

及び行動商強調><積極的主体的にお産に臨むために，

リラックス法や学習なとしたいー精神・行動・知的活動

面強調>をしたものを加えると，積極的態度でお産に臨

もうとしているものが，全体では21.25百(なお，乙の3

項目についてはカウントする際シングノレ・アンサーとし

て処理)。

クラス受講前より，積極的にお産に臨もうとしている

態度が205事の受講者に明確化されている。 Eの関連項目

では立合希望別による差異は認められなかった。

立合希望別及び経産回数別10各項目について検討した

結果，当然ではあるく夫婦で協力して臨みたい>という

項目では，く夫婦で群>の方がく委群>より有意にその

割合が多い。

ラマーズ法による出産と明確に希望しているものは全

体で4.2%である，立合い希望別K差異はない。また，立

合出産やラマーズ法による分娩を希望するものには，会

陰切聞をしないでほしい，あるいは促進剤は使用しない

でほしいなどという特に医師側K対する要望は，表10見

るよう 10数多い要望ではない。

しかし，クラス由開講第1日自の施設側応対する嬰望

として話される内容を見ると，このようなく薬を使わず，

会陰切開をしないで>という嬰望は，己申アンケートの

結果の数字を上まわり約10%強である。

ζれらの要望も，スタッフ側からのく母子ιとっての

安全な出産について〉という説明により，特10要望を通

そうとする人はいない。まずな10よりも安全な分娩であ

りかつ自然で，分娩10関わるものが(家族及びスタッフ).

満足と喜びがえられるような出産経験となるように努力

していることを受講者に伝える乙とにより，形式的な自

然分娩に対する乙だわりか徐々に少なくなっている。

母子の早期接触を希望しているものは，初産全体で5

5草，く夫群>ー 11.8声高く夫婦の群>ー 7.9声高<袈群>-

3.2%である。有意差はない。

①-2 経産

経産では第 I位は<自然お産で>-30.9緒。積極的・

主体的態度ー項目1. 2. 3の合計>12.7 5百である。己

れは初産に比べ有意差はないがそ白割合は少ない。<積

極的10主体的態度でお産10臨みたい精神面強調>の項

目を立合希望別にみるとく夫婦の群>の方が.<妥群に

比べ有意にその割合が多い傾向がある CP<0.05)。

母子の早期接触を希望しているもむは，経産会体では

5.5%.く夫群>-20.0 %く妻群>-6.5 $哲

夫立合い分娩を希望している夫婦の出産プランをみる

限り，特別な要望や希箆を持っているわけではない。心

のゆとりをもって落着いて，なるべくなら自然なお産を

したいという気持で出産を迎えようとしている ζとが推

察さる。

感動的体験を，夫婦にとってよい体験を，家族にとっ

てよい体験を，喜びのある環境で出産したいなど，出産

経験をよい経験にしたいという願いは(それぞれ白人生

にとってかけがえのない経験を大切にしたいという思い

がL 初産では 4.6%.経産では 12.5%である。

妊婦とその家族自おかれた情況を考慮し，それぞれの

家族にとって意味のある出産経験となるように援助して

いくことが望まれているといえよう。

⑥ クラスで学びたい乙と(表 6 ) 

己の聞いも自由記載忙しマルチプル回答内容をカテゴ

ライズした。

初産の全体では，第1がくりラックスしてお産10望む

方法をしりたい>-29.0 %.第 2が<分娩の経過>-

25.55払第3が<呼吸法を知りたい>-24.7 %で次が

く出産の心がまえについて>ー 20.8緒。

立合いの希望別にみたと乙ろ.<妥群>ではリラック

ス 呼吸法・分娩由経過の順位。<夫群>ではリラック

スー分娩の経過ー呼吸法・出産の心がまえの順位。<夫

婦で群>ではりラックスー呼吸法一分娩白経過の順であ

る。

<夫群>ではリラックス 41.2%と他群10比べ多いが，

一日8-
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出産プラン×立合い希望別×初経産別

初 産 経 産

E十 立 〆ロ当、 、、 希 望
計 立 合 b、希 望

( )内% 委 夫 夫婦 不明 ( )内% 妻 夫 夫婦 不明

259 126 17 89 27 邸 31 5 15 4 

A 積極的花田ぞむ

-積極的に 30 (11.6) 19 (15.1) 1 ( 5.9) 10 (11.2) 5 ( 9.1) 1 ( 3.2) 。 硲4(26.7) 

-リ予ックスして 10 ( 3.9) 5 ( 4.0) 。 5 ( 5.6) 。 。 。 。
-積極的・主体的・行動的に 15 ( 5.8) 8 ( 6.3) 。 6 ( 6.7) 2 ( 3.6) 2 ( 6.5) 。 。
-苦痛のないお産にしたい 7 ( 2.7) 2 ( 1.6) 。 5 ( 5.6) 2 ( 3.6) 2 ( 6.5) 。 。
-よいお産のために勉強や準備をする 4 ( 1.5) 1 ( 0.8) 。 3 ( 3.4) 1 ( 1.8) 1 ( 3.2) 。 。

B 夫婦で協力して 8 ( 3.1) 2 ( 1.6) 。 6 ( 6.7) *1 ( 1.8) 1 ( 3.2) 。 。
C 自然なお産で 112 (43.2) 60 (47.6) 6 (35.3) 45 (50.6) 17 (30.9) 11 (35.5) 2 (40.0) 4 (26.7) 

ラマーズ法で 11 ( 4.2) 7 ( 5.6) 1 ( 5.9) 3( 3.4) 1 ( 1.8) 。 。 1 ( 6.7) 

D 処置へ要望

-薬剤拒否 11 (42.1) 8 ( 6.3) 。 3 ( 3.4) 1 ( 1.8) 1 ( 3.2) 。 。
-会陰切開拒否 20 ( 7.7) 11 ( 8.7) 1 ( 5.9) 8 ( 9.0) 3 ( 5.5) 2 ( 6.5) 1 (20.0) 。
-勝帯を切断したい 3 ( 1.2) 1 ( 0.8) 。 2.( 2.2) 1 ( 1.8) 。 。。 1 ( 6.7) 

-その他 3 ( 1.2) 2 ( 1.6) 。 1 ( 1.1) 2 ( 3.6) 1 ( 3.2) 1 (20.0) 。
E 早期接触の要望

-母子の接触 13 ( 5.0) 4 ( 3.2) 2 (11.8) 7 ( 7.9) 3 ( 5.5) 2 ( 6.5) 1 (20.0) 。
-父子の接触 1 ( 0.4) 1 ( 0.8) 。 。 1 ( 1.8) 1 ( 3.2) 

F 安全なお産にしてほしい 19 ( 7.3) 11 ( 8.7) 。 8 ( 9.0) 4 ( 7.3) 1 ( 3.2) 。 3 (20.0) 
苦痛四ないお産ICしてほしい 8 ( 3.1) 4 ( 3.2) 1 ( 5.9) 3 ( 3:4) 3 ( 5.5) 2 ( 6.5) 。 1 ( 6:7) 

予定日にうまれてほしい 2 ( 0.8) 1 ( 0.8) 1 ( 5.9) 。 。 。 。 。
G 感動的で満足できる出産を 2 1 (0.8) 。 1 ( 1.1) 2 ( 3.6) 2 (6.5) 。 。

夫婦にとってよいお産を 2 2 ( 1.6) 。 。 4 ( 7.3) 3 ( 9.7) 。 1 ( 6.7) 

家族にとってよい体験となるように 1 ( 0.4) 。 。 1 ( 1.1) 。 。 。 。
家族によい体験をあげたい 。 。 。 。 1 ( 1.8) 1 ( 3.2) 。 。
喜びのある環境で出産したい 7 ( 2.7) 5 ( 4.0) 1 ( 5.9) 1 ( 1.1) 。 。 。 。

表5

l
H自
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P<0.05 傘 X'値
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クラスで学びたいこと×立合い希望別×初経産別

初 産 経 産

2十 立 dロh し、 希 望 E十 立 d口b、 し、 希 望

( )内% 委 夫 夫婦 不明 ( )内% 委 夫 夫婦 不明

259 126 17 89 27 55 31 5 15 4 

後期目生活の注意 4 ( 1.5) 2 ( 1.6) 1 ( 5.9) 1 ( 1.1) 2 ( 3.6) 。 。 2 (13.3) 

入院の時期・方法 8 ( 3.1) 6 ( 4.8) 1 ( 5.9) 1 ( 1.1) 1 ( 1.8) 1 ( 3.2) 。 。
リラックス法について 75 (29.0) 37 (29.4) 7 (41.2) 31 (34.8) 12 (21.8) 9 (29.0) 。 3 (20.0) 

不安をとるには 12 ( 4.6) 6 ( 4.8) 1 ( 5.9) 5 ( 5.6) 。 。 。 。
楽なお産をするのは 13 ( 5.0) 9 ( 7.1) 。 4 ( 4.5) 1 ( 1.8) 1 ( 3.2) 。 。
呼吸法 64 (24.7) 34 (27.0) 3 (17.6) 27 (30.3) 17 (30.9) 9 (29.0) 2 (40.0) 6 (40.0) 

陣痛とは 3 ( 1.2) 2 ( 1.6) 。 1 ( 1.1) 。 。 。 。
陣痛室で申すごし方 3 ( 1.2) 2 ( 1.6) 。 1 ( 1.1) 。 。 。 。
分娩の経過 66 (25.5) 34 (27.0) 4 (23.4) 26 (23.6) 4 ( 7.3) 3 ( 9.7) 。 1 ( 6.7) 

出産のι崎え 54 (20.8) 29 (23.0) 3 (17.6) 21 (23.6) 702.7) 4 (12.9) 。 3 (20.0) 

(夫婦で関わる出産とは)

精神面 24 ( 9.3) 11 ( 8.7) 1 ( 5.9) 12 03.5) 

行動面 20 ( 7.7) 10 ( 7.9) 1 ( 5.9) 900.1) 

夫の役割やサポートの仕方 36 (13.9) 14(11.1) 3 (17.6) * 9 (21.3) 8 (14.5) 7 (22.6) 。 1 ( 6.7) 

子育てと親のあり方 33 (12.7) 2005.9) 。 13 (14.6) 4 ( 7.3) 4 (12.9) 。 。
赤ちゃんの知識と生理 26 (10.0) 12 ( 9.5) 1 ( 5.9) 13 04.6) 1 ( 1.8) 。 。 1 ( 6.7) 

妊産婦のJ心理 6 ( 2.3) 3 ( 2.4) 。 3 ( 3.4) 3 ( 5.5) 1 ( 3.2) 1 (20.0) 1 ( 6.7) 

表6

ー
コ
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このなかには積極的Itリラックスする方法をいろいろや

りたいと，呼吸法のみではなく呼吸法をも含めたりラッ

クス法として要望が出されている。よって，呼吸法だけ

を単独にあげた割合が少ないのであろう。また，分娩由

経過などについても学習が少しされているとみえ，己の

項目も他群K比べ少ない。

く夫の役割やサポート由仕方>を学びたいという希望

は，全体では 13.9形であるが，く夫婦で群>-21.3労，

<夫群>-17.6%.<袈群>ー 11.1労で.<失婦で群>と

<妻群>の聞に有意差がある (P<O.05)。

く夫婦で群>では<饗群>に比べ上記の第 1-3の項

目でその割合が多い傾向がみられる。夫が主体的にクラ

スIt参加する意志を表わしている群では.<妻>主導型

の群に比べ，妻自身のクラスで学びたい内容や学習意欲

に多少差異がある。

項目由内.<分娩の経過><出産自心がまえ>く夫婦

で関わる出産について>く失白役割やサポートの仕方>

について，夫婦の内どちらが望んでいるかを回答より分

析した。夫自身が学びたいという<夫>が主体的であっ

たものは.<夫群>がやや高い傾向を示す。<婆>が夫

に学んでほしいと期待をしているのはやはり<妻群>ι
多い傾向がありく夫群>では皆無である。

クラスで学びたいととの内容には，希望別区大きな差

異はないが，学習意欲という点では+分1<期が熟せぬま

まに参加している夫婦もいるととを考える必要がある。

ζのような夫婦1<.多くの知識や方法なとを与える ζと

は消化不良をお乙させ，自信を失わせてしまうとともあ

る。また，具体的Itリラックス法などを学びたいと意欲

満々で委加する夫婦に対しての配慮も同時に必要である。

消極的な夫婦にあわせてクラスを農関していくと，積極

的な夫婦には物足りなさを味わせてしまい，クラスへの

期間寺などを減少させてしまう。

第1回目のクラスに対する配慮としては，消極的な夫

婦に興味を持ってもらうように，そして，自分遥にもそ

れなりに出来そうだという目標が立てられるように，分

娩の経過や入践の時期や，家族の協力の仕方など一般論

ですすめていき，各夫婦が一番気がかりなζとをスタッ

フ側で把狸しておく。第1回自由内容ですべての気がか

りや不安を解消するζ とに目標を置かずに，ど由ように

したら不安なととや気がかりな乙とを少なくしていける

か，夫婦で考えていけるように情報を提供しておく。〈場

合によっては専門的アドパイスをしなければならないζ

ともある。)

積極的な動機を持って参加している夫婦に対しては，

すでに学習していることを評価し，例えばリラックスの仕

方や分娩の経過や呼吸法などでは，どのようなところを

よく理解しており，また理解が不十分なところはどζか

を夫婦で明確化できるようにしていく。それには質問が

自由にできるように(特~IJlt質問の時間を持つよりも).

解らない時にいつでも質問ができる自由な雰囲気をつく

るようにつとめる。また.<己己主ででわかりにくい乙

となどないか>と時々たづねたりするとよい。質問が多

くて進行がうまく速ばないとさがあるが，質問への答え

かたのテクニックがスタッ 71<関われてくる。

従来，出産をまじかにした妊婦はお産のζとが心配で

あるから，まず分娩の経過など当面のととを話したほう

がよいとされてきた。しかし，子育てなどiとついてはく子

育ては夫婦の仕事だから央に対して役割や意識が育つよ

うな内容><子育てのことについて話しあえるきっかけ

としたい><親のあり方>について知りたいという要望

が，全体で12.7，百あることに注目したい。そして，積極

的な夫婦はど白ような気持で子どもを迎えるのか，どの

ような親になろうとしているのかなど，子どもを迎えて

からの生活などにも関心がある白で，講義白内容に入れ

ていく ζとも必要である。

ともすれば，分娩由経過とか処置のζと， リラックス

する方法とか，知識や技術などに偏重しがちな講義内容

になりがちである。対象者から求められているのは，さ

まざまな親のあり方が子と、もの成長・発迷にどのような

影響があるかなどもふまえ，親自身が親のあり方を考え

ていけるような情報の提供である。意識の啓発をも含ん

だ内容が求められている。指導者側1<.発進心理・臨床

心理学の知識や経験が必要となってきている。

@ 現在，心配なζと不安な乙とークラス受講前(表

7) 

@ー 1 初産

全体では，

第 1位赤ちゃんは五体満足か 17.8 % 

第2位一現在自状態か心配(切迫早産のような気が

する。お腹がはる。貧血，骨盤位，前置胎

盤などの異常について)-8.9%. 

第3位ーいざ入院という時It夫がいてくれるだろう

か，連絡がつくであろうか。立合ってもら

えるだろうかという不安~.8.5%

第4位 分 娩It対する漠然とした不安 7.3声高

不安司内容を立合い希望別で検討したと乙ろ各項目It

有意差は認められなかった。だが，不安や心配の内容な

どに 3群問の特徴を示唆するような傾向がみられる。

〈赤ちゃんは五体満足か>という心配をしている割合

の順位はく夫群><夫婦で群>く婆群>である。
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<夫群>の第2位はく入院の徴候やその時期がいつな

のか〉第3位は.<高年齢出産>く陣痛が不安><育児

ができるであろうか>の順である。

<夫婦で群>の第2位は<入院時，失がいてくれるか連

絡がとれるだろうか><分娩応対する漠然とした不安>

の順。

<姿群>では，第2位<現在の状態が心配>く第 3

<入院時，夫がいてくれるか連絡がとれるだろうか><分

娩11:.対する漠然とした不安>の順である。

く夫群>では夫自身が立合いたいと意志があるので，

立合えるかとか辿絡がつくだろうかという入院になった時

の心配は 5.9%で非常に少ない。一方<護群>では 10.3

%である。

己白<入院時，夫がいてくれるか連絡がとれるだろう

か>という心配は，夫の立合11:.対する主体性によって増

減するものといえよう。また，く夫群>の心配は現在の

ととではなく，将来の己とを案じている己とも特徴であ

ろう。

<夫婦で群〉は.<五体満足か>という心配の外は他

群11:.比べ心配・不安の割合が少ない。く入院時，夫がい

てくれるか>く分娩に対する漠然とした不安>も各々 7.9

%. 6.7%で.<婆群>よりその割合が低い。

く婆群>では，く現在白状態が心配>が13.59百で他群

に比べて乙の割合は高い。

く夫婦で群>と<妻群>とでは類似した傾向とはいえ

その割合が違う。<妻群>では異常ではないかと身体白

ととについて心配している割合が多い。また，く体がつ

らい. 1:.れから異常にならないか，なんとなく調子がわ

るいといった，不定愁訴に類す昌項目〉でも 9.5%で他

群と比べ高い。この群がとのような体に関する心配の割

合が高い傾向があるという己とについては，次白ように

分析する。

夫も主体的に立合い分娩をしようという夫婦由場合は，

饗が夫に新しい経験をすすめたり話しあうなどと，積極

的11:.物事に関わるタイプなのでないだろうか。身体の不

定愁訴や不調を感じた時，心配・不安白レベルで受とめ

ておく回ではなく，定期検診などの際に専門家に積極的

に質問し不安や心配を軽滅するよう 11:.しているのではな

いだろうか。それに比べ.<袈群>の方は，前者むよう

な積極性が低いのではないだろうか。あるいは心配や不

安に対する問題解決パターンが異なるのではないだろう

か。不安特性IC違いがあるのかもしれない。(今回は受講

者速の性格白特徴や不安テストは施行していない。また，

申込みアンケート受理のとき，受講者の健康状態巨大

きな差異はない。外出，体操，呼吸法などクラスへ申出

席が認められている。)また患者側の努力というか，自

分の体の不調などについては納得するまで質問する，あ

るいは治療やガイダンスを受けるとか，快適にする方法

をみつけるなと，自分の体を本質的意味においていたわ

るという責任感があるかどうかという乙とも，乙の種の

心配・不安の割合の差となって表れてきているとも理解

できる。

立合い希望由あり方により，主体性・積極性にある程

度の差異があるζ とを留意しておく ζ とである。<委

群>田現在の体の状態に対する心配や不安について，こ

のような小集団の場でふれる必要がないとか援助・助言

の不必要性を強調している白ではない。己のような小集

団だから質問ができるかもしれないという受講者の気持

には，現状では丁寧に助言・援助していくことが大切で

ある。

<丁寧>にという意味には，内容を吟味して援助する

べきだという ζとである。受講者の不安や心配の内容は

アンケート用紙という特殊性の中で語られている白で

(プライパシーが守られるであろうという期待を含めて入

グループ全体の場で『あなたのご心配はー 』と持ち

だきないほうがいい場合があるからである。例えば，

筋腫とか慢疾患性で他人には知られたくない既往などが

ある場合などである。一般的に多く出されるマイナート

ラブノレの範囲の心配なら.r. このようなど心配は，皆

さんがとJ心配になるととです。』と受とめ，それから説明

などを加える白がよい。受講者は，誰もが心配するとか

誰にでもおζる症状(マイナー・トラプJレ)だと理解す

るだけで，自分だけが特別な状態ではないことを知り，

安心する場合が多い。

<現峨>ではという意味は，前述した定期検診あるい

は外来由保健指導体制で十分に不安などが軽減されてい

る己とが望ましい乙とであっても，それが充分でない場

合には，己申ような出産準備教育の場で丁寧11:.フォロー

せざろうえないだろうし，また，どのような時でもこ白

ような内容に援助してゆかねばならないととは若干あり

えるであろうという意味である。

出産教育の目的は第一報でも報告したが，定期検診あ

るいは外来の保健指導体制由弱体な指導D補完白目的の

で行なわれるものではない。現状の心配ごとの軽減だけ

に目標などが設定されていたならば，次11:.述べるような

夫婦の要望は把握されなくなるであろう。例えば，との

アンケートの結果からも，出産の体験を通して家族自あ

り方や夫婦のきずなを深めようとしている夫婦，あるい

は未来IC焦点をあて，赤ちゃんの発達や育児について今

の内から知識などを会得しておきたい，子育てについて
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夫婦で考えていくきっかけにしてい己うという目的を持

っている受講者のニードがある。乙のζとを十分に把握

しアセスメシトしていなければ出産準備教育とはいえない。

@-2 経産

心配や不安のカウントが少なく，多項目にわたって 1-

3名ぐらいである。だが，く第1子に対してどのように

関わったらいいのか>という心配がどめ項目より割合が

高く 10.9労。次がく五体満足に生まれてくるだろうか>

-9.1%，第3位がく正常なお産ができるだろうか>一

7.3%である。お産の経験があるだけにまずは安産がで

きるだろうかという己とが心置なのであろう。経産では

く夫婦の群>のほうがく妻群>よりも多く白項目で心配

の割合が高い傾向がある。先にも述べたが，経験がある

だけに，そして夫婦で出産It対する意識が高くよりよい

お産を望むので，不安に恩うことも多くその割合がく妻

群>より高い傾向を示すのであるう。初産との追いは，

<第1子に対してど四ように関わったらいい由か>とい

う心配である。また，<心配がはい>という白は経産で

は7.3%，初産では1.2必で有意に経産母方が心配がな

いものの割合が多い (P<O.Ol)。

@-3 その他

<既往疾患の心配や，妊娠中の労働が胎児に影響はな

いか，異常なお産にならないだろうか，出産に耐えられ

る体力があるだろうか，育児ができるだろうか，母乳が

でるだろうか>など，出産後の生活にわたるまで多くの

心配ごとがあげられている。クラスの中では，その心配

には，個別的に対応していく必要があることが示唆され

ている。

病院に対する要望あるいは入院してからの事に関して

の要望に含まれていた回答のうち，クラスむアセスメン

トIt参考になる内容について検討する。〈表 8)

<人間味のある看護を 自分の考えを尊重してほし

い。やさしくしてほしい，不安を感じさせないでほLい，

co血皿unicationをはかつてほしい，精神的なと ζろを

ケアーしてほしいなど>という要望が，初産では-3.5 

5百，経産では 9.1%である。また<具体的に実践的に指

導してほしいーー上手にリードしてほしい，適切な時期

に適切に具体的に指導してほしい>という要望は初産一

1.5%，経産ー7.3%で有意差がある (P<0.05). <人間

味由ある看護を><具体的に実践的に指導してほしい>

という項目を併せて初経産を比較すると，有意に経産白

方が看護It対する要望の割合が多い。

また，看護者及び医者に対する医療に対する要望<患

者中心の医療を，処置をする時には事前になるべく説明

してほしいなど>は，初産 0.8%，経産ー 7.35百 (P

< 0.01)。乙のような要望は絶対数としては少ないが，

看過できない患者側の要望である。

そして経産婦ほど乙のような要望を持つ傾向があるこ

とを留意したい。数少ない出産の経験を大切にしたいと

いう恩いも経産ゆえに強いのではないた、ろうか。

121 評価表の検討

評価表の視点は，第1Itく必要な知識や情報が得られ

たか〉という受講者自認知レベルで由自己評価及び指導

性への評価である。第2は<指導者の指導性に関する評

価>， <体験学習の指導K関する評価>，第3K<指導

者の態度に関する評価>である。

なお，経産回数別及び立合い希望別に検討したが顕著

な差は認められなかった。

『前回のお産の経過がなかなか思いだせない』という

ととなどである。また，一回々の妊娠の経過自体が前回

由経験とはちがった経過をたどる由で，次の分娩が新し

い経験として認識されるのであろう。初産と経産は分娩

の経過が異なるのでそ目違いなどを知りたいという要望

もある。それゆえに，今園田評価結果においても，初産

と顕著な差を示さないのだろうと理解する。

ζの意味において，経産の場合の分娩経過なども説明

をしておくととが大切である。

③必要な知識や情報が得られたか(表 9)

-Product evaluation 
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ζの認知レベル白評価は，どめカリキュラムでも評価

③くほほ得られた>評価@)<十分に得られた>という高

い評価を夫婦ともに表わしている。

1回目と 2回目白同一項目の講義内容に関しては， 1 

困層よりも 2回目D評価がよっている。

要C評価で 1回目より 2回目の評価⑤の上昇が有意

に高い由は，<分娩由経過><入院の時期>く呼吸法に

ついて》である。

夫の評価で有意It高いのはく入院の時期>く呼吸法に

ついて>である。
要は既に母親学級や書籍などで，分娩の経過などの知

識を得ているので，これらの項目での理解と満足が高い

のではないだろうか。夫にとってく分娩の経過>に関す

る話しは，初めての知識である乙とが多く，直接には自

分が経験するととではないりで理解が十分にできないの

であろう。

しかし，くリラックス由重要性>とく夫の役割やサ

ポートの仕方>四項目では， 2回邑の評価が夫婦ともに

有意It下っている。 ζれは，出産の過程で大切なζとが

リラックスであり，そのリラックスを裂がどのようにし

て得られるかは，夫白協力や精神的な支えや援助による



国
外
務
砂
糊
覗
事
湖
沼
命
綱

心配や不安な乙と×立合い希望別×初経産別

初 産 経 産

H 
立 A ロ b、 希 望 .t 立 ぷロ与、 し、 希 望

( )内% 妻 夫 夫婦 不明 ( )内% 妻 夫 夫婦 不明

259 126 17 89 τ1 55 31 5 15 4 

。現在自体白状態が心配 23 ( 8.9) 17 ( 3.5) 1 ( 5.9) 5 ( 5.6) 2 ( 3.6) 1 ( 3.2) 。 1 ( 6.7) 

。何か体の調子がすっきりしない 18 ( 6.9) 12 ( 9.5) 1 ( 5.9) 5 ( 5.6) 3 ( 5.5) 2 ( 6.5) 。 1 ( 6.7) 

。高齢出産 11 ( 4.2) 5 ( 4.0) 2 (11.8) 4 ( 4.5) 1 ( 1.8) 。 。 1 ( 6.7) 

。入院時，夫と連絡がつくか 22 ( 8.5) 13 (10.3) 1 ( 5.9) 7 ( 7.9) 2 ( 3.6) 。 。 2 (13.3) 

。陣痛に対する不安 15 ( 5.8) 10 ( 7.9) 2 (11.8) 3 ( 3.4) 。 。 。 。
。分娩ι対する不安 19 ( 7.3) 13 (10.3) 。 6 ( 6.7) 2 ( 3.6) 1 ( 3.2) 。 。
。五体満足にうまれるか 46 (17.8) 20 (15.9) 51 (29.4) 21 (23.6) 5 ( 9.1) 2 ( 6.5) 。 3 (20.0) 

。無事に安産になるか 12 ( 4.6) 4 ( 3.2) 1 ( 5.9) 7 ( 7.9) 4 ( 7.3) 3 ( 9.7) 。 1 ( 6.7) 

。不安がない 3 ( 1.2) 2 ( 1.6) 。 1 ( 1.1) 。 。 。 。

表 7

ーコ品
l

識
忠
治

病院側への要望ー看護に白ぞむ乙と×初経産別

a 看護ー精神面

表8

b 看護一実践面

初産 経 産 五十

看護具体的・
4 4 8 

実践的指導を

特ι意見なし 2 5 5 5 1 30 6 

計 2 5 9 5 5 3 1 4 

初産 経産 2十

人間味のある看護を
1 2 9 2 1 

患者中心白看護を

特It意見なし 247 4 6 2 9 3 

3十 259 5 5 314 

P<0.05 X'値Pく0.01X'値



受講者からのフィードパτノク 評価法111

(必要な知識や情報が得られたか)

表9

住 1 開催は lク ル 2固なので第1臼目司I 第2回目-.H
註 2一五段野価 ①既iと知っていたのでつまらなかった @金融得られなかった

@少し得られた @ほぽ押られた @十分iζ得られた

醤
白
書
迦
岡
遺
品
可
吋
i
作
割
醤
鉢
功
一
円
窟
叫
印
刷
弔
滞

開拙 聾 ( )向は% 失 ( )内は必
講揺内容 日

註1註2<D @ @ @ @ 欠デー損タ 合計 註2(j) @ @ @ @ 究予ー損タ 合計

1 分肱の経過 6 ( 1.9) 。 9 ( 2.9) 148 (47.7) 127 (40.4) 24 314 (1曲0) 4 ( 1.3) 1 ( 0.3) 22 ( 7.0) 142 (45.2) 125(39.8) 20 314 (100.0) 
H・

E 2 ( 0.6) 。 7 ( 2.2) 99 (31.5) 180 (57.3) 26 314 (1凪0) 1 ( 0.3) 。 8 ( 2.5) 136 (43.3) 138 (43.9) 31 314 (1曲0)

2 入院の時期 2 ( 0.6) 2 ( 0.6) 18 ( 5.7) 137 (，岨6) 131 (41.7) 24 314 (1帥0) 2 ( 0，6) 4 ( 1.3) 35 (11.1) 141 (44，9) 112 (35，7) 20 314 (1帥0)
H・ 問

H 5 ( 1.6) 。 10 ( 3.2) 100 (31.8) 173 (55，1) 26 314 (1凪0) 1 ( 0，3) 1 ( 0.3) 7 ( 2，2) 125 (39，8) 146 (46，5) 担 314 (100，0) 

3 リラックスの重要性 1 ( 0，3) 1 ( (日) 5 ( 1.6) 56 (17，8) 2田 (72，6) 23 314 (1曲 0) 2 ( 0，6) 1 ( 0.3) 6 ( 1.9) 63 (20，1) 221 (70.4) 21 314 (1佃，0)
同 m 

E 1( 0，3) 。 11 ( 3，5) 103 (32，8) 177 (56.4) 22 314 (100，0) 1 ( 0，3) 。 5 ( 1.6) 102 (32，5) 177 (56.4) 29 314 (100.0) 

4 呼吸法について 2 ( 0，6) 。 27 ( 8，6) 143 (45.5) 119 (37，9) 23 314 (100.0) 2 ( 0，6) 。 35 (11.1) 143 (45.5) 112 (括7) 22 314 (100，0) 
四 4・H

E 。 。 6 ( 1.9) 119 (37，9) 166 (52，9) 23 314 (1∞0) 。 。 11 ( 3.5) 129 (41.1) 145 (46，2) 国 314 (100，0) 

5 立合い分揖の意畠 1 ( 0，3) 。 3 ( 1.0) 78 (24，8) 2四 (66，0) 23 314 (100，0) 3 ( 1.0) 1 ( 0，3) 出(8，0) 101 (32，2) 162 (51.6) 22 314 (100，0) 

6 当院の考え方 I 1 ( 0，3) 。 マ(2，2) 119 (37，9) 1師 (51.9) 24 314 (1凹 0) 1 ( 0，3) 2 ( 0，6) 20 ( 6.4) 111 (35.4) 156 (49，7) 24 314 (1凶0)

7 夫の担割!とサポート I 1 ( 0，3) 。 9 ( 2.9) 1同 (31.8) 181 (57，6) 23 314 (1曲0) 1 ( 0.3) 。 30 ( 9，6) 1田 (41.1) 131 (41.7) 23 314 (100.0) 
同

H・
E 。 。 14 ( 4，5) 137 (43，6) 139 (44，3) 24 314 (100，0) 1 ( 0，3) 。 15( 4，8) 139 (44，3) 129 (41.1) 30 24 (1帥0)

8 産蹄の気持の畳北 H 1 ( 0，3) 1( 0，3) 36 (11.5) 137 (43，6) 114 (36，3) 25 314 (1曲目 。 1 ( 0，3) 44 (14，0) 139 (44.3) 蝿 (31.2 32 314 (100，0) 

9 産桂の聾の気持 H 1 ( 0，3) 3 ( 1.0) 55 (17，5) 141(.制的 91 (29，0) 23 314 (100，0) 。 2 ( 0.6) 60 (19，1) 142 (45，2) 78 (担剖 32 314 (1帥0)

10 赤ちゃんZ主主寝と宵且 H 1( 0，3) I竺1.3)I 73 (23，2) I 1部 倒 的 78 (剖泊 22 314 (100，0) 1 ( 0，3) 22 ( 0.6) 89 (28，3) 116 (36，3) 76 (24，2) 却 314 (1曲0)

P<O，OI :-・z'値
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ということを，学習を重ねることによって認識される。

夫婦の目標水準が上り， ζの時期では満足感が十分に得

られない白だろう。この項目 1<:関しては，次IL述べる体

験学習に関する評価とあわせて考察する。

<妊産婦の心理>ゃく赤ちゃんの生理や育児>1ζ関す

る評価は，他自カリキュラムに比較して低い傾向がある。

己れら由結果は，第一報の報告と同傾向を示しているの

で，考察などは第一報を参照されたい。

⑤援助者(スタッフ〉への評価(表10-1 ) 

一-Process eval uation 

指導者に対する評価を，受講者の<認知><情動・精

神><身体・運動>レベルでの受とめ方より検討。

⑥ 1 指導性 (Nol-6)

ア安からの評価

第 l回目は，評価o<非常に良かったという>が64労~

83%の範囲て得られている。第2回目では評価@は67-

86%の範囲である。

第 1団から第2回自にかけて有意に評価@の割合が増

加した項目は，

No1 <説明白仕方一明解〉ー理解のしやすさ

No3<アドパイスの仕方>

一全体に対して適切に援助している

ー全体が自由に質問できるような雰

囲気がある

ー個人の質問などを心よく受けいれ

てくれた

一自分の理解が不十分な時，適切な

援助があった

恥 4く練習中白アドバイス>

自分に適切なアドパイスをしてく

れた

恥 6 出産プランのアドバイスがあった

1回目及び2回目とも，評価@の割合が高いのはく関

心や興味をそそる熱意が感じられる>ーである。

第 1回目白評価④の割合が低いのは，く自分の理解が

不十分な時に適切な援助が得られない>で，第2回目で

はくふりかえりの仕方が十分ではない>という項目であ

る。

第 1日，第2日ともに評価@の割合があまり変動しな

いのは.<表現の仕方>である。己れは短期間の訓練で

は熟速しないので，担当スタッ 7の課題である。

受講者個人の理解の状態を把握し，受講者の理解を助

け，全体の流れの中にその受講者を遅れなく包合してい

くかという乙とが， ιのような小集団指導上では大切で

ある。

また，第2回の項目にあるく質問の時間自十分さ>

くふりかえりの仕方は十分であったか>というζとでは，

評価@由割合が他項目に比べ低く，各々73.2，百. 66.6労

である。

質問は，集団指導て十分に受容できなかった問題由解

決白場である。受講者が講義内容など十分に理解できな

かったζとや，よく理解できた内容を確認するためのふ

りかえりである。学習などの再確認の場でもあるふりか

えりが十分ではなかったというととは，クラスの目療な

どアセスメントを再考する必要がある。

何故ならば，己のクラスの目的・目標には，知識・技

術を習得させるととにあるのではなく，夫婦で考え・学

び・選択して・行動する過程を重視し，夫婦で出産をど

のように迎えるかの考えるきっかけとなるよう 1<:. クラ

スを位置づけている。受講者から ζれらの配慮が十分で

はないという評価があるというととを，十分に受とめね

ばならないだろう。多くの項目で評価@の割合が高い由

で，ともすればクラスのアセスメント上重要なメッセ-

fを見落しがちになるものである。

なお，出産プランのアドパイスをカリキュラム上でと

りあげるのは第2回目である。第1回目では出産プラン

を各夫婦で考えていくうえで，己のクラスを活用してほ

しいという範囲で話している白で，出産プランに関して

はアドパイスを受けたという感じがしないので，高い評価

が比較的少ないりであろう。出産プランに関しては，申

し込み時のアンケートでも尋ねており，受講者はプラ

ンを記載しており夫婦なりに出産プランという言葉の理

解は得ているようである。

出産プランとは，各夫婦が自分遠の考えのもとに精神

的・社会的・身体的環境を考慮にいれて，自分迷白出産

自あり方の目標を設定 l. その目標が得られるよう 1<:.

かっ生まれてくる子どもとそ昭子どもを迎える家族自た

めに，各夫婦がそ由内容に応じて計画する内容であると

広義1<:考えている。

クラスのカリキュラムの目標などをアセスメントする

段階において，上記のような考えを基にして，担当する

スタッフ¢各自の考えをも加味し，スタッフ由考えるく出

産プラン>を各クラスを展開していいのではないかと提

案された。何故ならば出産準備教育をどのように考える

かという基本的な考えには，担当者の人生観・教育観・

看護観などが反映されるべきものであるから，当然， ζ

の出産プラン白カリキュラム1<:は各担当者の独自性・個

性が反映されてよい。しかし，統ーした理解がなければ

カリキュラムとして展開ができないという意見もあった。

討議由時間切れとなり，上記の了解白もとにタラスは実
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施されたいきさつがあるので，出産プランの理解が受講

者に十分に伝わっていないこともある。

なお， 1:の出産プラン白カリキュラムの吟味は次年度

の課題となっている。
イ 失からの評価

第 1回目は，評価@く非常に良かったという>を81必 ~

65%の範囲で得ている。第2回目では評価④は85%-58

%の範囲である。妻の評価より低い傾向がある。第1回

から第2回自にかけて有意に評価@の割合が増加した項

目は，

恥 3くアドパイスの仕方>

ー全体に対して適切に援助している

ー全体が自由に質問できるような雰

囲気がある

ー個人目質問などを心よく受けいれ

てくれた

ー自分の理解が不十分な時，適切な

援助があった

1回目及び2回目とも，評価@の割合が高いのは，<関

心や興味をそそる熱意が感じられる>である。第1回目

白評価@の割合が低いのは，く自分の理解が不十分な時

IC適切な援助が得られたか>で，第2回目くふりかえり

白仕方が+分ではない>という項目である。妻群と同傾

向を示している。

@-2 体験学習の指導性

とれらは，呼吸法やリラックス白仕方の練習に対する

受講者自身の体得した感じについての自己評価より，指

導についてのアセスメントをする目的である。

要・夫とも評価の傾向は同傾向を示しており，第1回

より第2回目方が有意に評価④の上昇している項目は，

妻ではーーリラックスしている感じ

呼吸の仕方がつかめた

線習由時間は+分だった

夫ではーー呼吸の仕方がつかめ九

練習由時間は十分だった

第2回でも評価④の割合の範囲は，婆で54.8~百-68.8

9百，夫では53.2~百-67.8 %で他申評価項目に比較して低

い傾向にある。

特ICリラックスlζ関しては，指導するスタッフ自身が

心身ともにリラックスした状態に導くリラックス法など

を体得し，かっ指導法を習得していなければ理論だけで

は指導できない。カリキュラム上，練習時間も少ないが指

導者の側が種々C リラックスの仕方IC熟知していないの

で，受講者を十分に満足させることができないと乙ろが

ある。リラックスの仕方などの指導法，今後十分に検討さ

れるべき課題である。

@-3 指導者の態度

<個人を噂重していたか><親しみやすさがあったか>

く信頼感がもてたか><威圧的感じがしたか>など由項

目である。

妻の第 1 回目では，評価唖漕リ合の範囲は89~百-76%，

第2回では評価@の割合の範囲は919百-81%。有意の差

は認められないがその割合は土昇している。

2固とも評価④の割合か最も高かったのはく親しみや

すさ>で91.4%。評価@の割合白上昇の率が高かった白

は<個人を尊重していた>(4.8 %up) 

夫の評価も妻のそれと向傾向を示している。第2団の

評価④の割合が最も高かった白はく信頼感がもてた>で

-86.9 %。夫はクラス受講前に病院のスタッフと関わり

あいをもっ機会が非常IC少ない自で， 2回のクラス受講

を通じてスタッフや病院を知りラポートの形成ができる

ので，己の項目の評価④の割合が高いのであるう。

評価@の割合目上昇の率が高かった由はく威圧的に感

じたか>で感じなかったという項目である (2.5%up)。

己れら白項目でも，夫からの評価は妻田それよりやや

低い傾向がある。これは，職業上，指導的立場にいる人

やプレゼンテーション由機会があり，説明の仕方などに

対しでも専門的立場から評価しているのではないだろう

か。

夫婦から<威圧的な感じがした>というマイナスの評

価の割合が他の項目に比べると多い。 ζのととは，スタッ

フ個人の持つ威庄的あるいは支配的なキャラクターが影

響している部分と，職業が形成するキャラクターといわ

れることが反映しているのかもしれない。乙れは，ライ

センスを持った専門家(乙 ζでは医者，助産婦，保健婦〉

であるという存在だけで，他者には威圧的・支配的，専

制的な感じゃ，何か従わねばならない感覚を起させる可

能性あるという乙とである。また，本人四自覚がないと

専門家にも職業上許容されがちな態度(権威・支配性な

ど〉が，そ由自身のキャラクター由一部になっていく可

能性がある。特に医療従事者が出産準備教育にたずさわ

る場合には認織しておく必要があろう。指導の仕方など

では，割線により指導技術などは十分に熟達する可能性

はある。だ泊三，指導者の態度は車線だけによるも白ではなく

指導者の人格，性格，考え方などがにじみ出てくるもの

であるから一朝一夕化身につくも白ではない。

小集団活動におげるメンパーは，<受容されている感

じ・共感されている感じ>→〈安心感・信頼感>→<開

放感>の段階を経て，メンλ ーはグループへの帰属意識

がおこり自己学習欲あるいは自己成長への意欲が出てく
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る白である。しかし指導者が上記のような態度や指導

をすると，メンパーは充分に乙の過程の経験カ巧専られな

い場合がある。

@総合的な評価指標より(表10-2) 

クラスの目的・目標より，受講者自学習到達度や指導

者の指導性などに対する総合的な評価の指標としたのが，

受講後のくお産のイメージができてきたか>， <不安や

心配が軽減したか>の項目である。

@ー 1 お産のイメージができそうか

己の項目はくどのようにお産巨白ぞみ，そして体験し

たいかなど，おふたりでイメージしていく ζとができそ

うですか>と質問し 4段階の自己評価をするようにし

た。

委白場合，第 1回・第2固とも評価白割合の多いのは

評価③のくかなりできる>-63.7必， 64.3%であるが，

その剖合は有意には増加していない。しかし第2回で

は評価②の<少しできる>白書1)合が有意に減少している

ので，第2田区なってお産のイメージができるようになっ

ているといえる。

夫の場合も妻と同傾向を示し，第2回では評価②の<少

しできる>白割合が有意に減少している。

@-2 不安や心配が軽減したか

乙の項目はくおふたりの疑問や不安を少しでも軽減す

るのに，己のクラスはお役にたったでしょうか>と質問

し 4段階評価とした。

婆の場合，第 l回・第2固とも評価の割合の多いのは

評価③のくほぼ軽減した>-58.3，百， 57.6%であるが，

有意Irはその割合は増加していなし」しかし，評価@の

由l合が有意に少なくなっており，かっ，評価@が有意に

ふえている。己れは第2固になってさらに不安が軽減し

てきているといえる。

夫の場合も婆と岡傾向を示し，第2回では評価@の少

しできるの割合が有意に減少し評価@が有意にふえて

いる。

@-3 総合評価

ア 全体としては，<イメージができる>ゃく不安や

心配の減少>する割合がふえており，受講者にとってク

ラスに参加したことによる利益はあったと評価できよう。

先にみたように対象者の背景によってとれらの評価に

差がないか検討した。

イ 経産回数~1)1r検討したが，初産と経産の聞に有意

差白ある項目は認められなかった。夫婦ともに経産自方

がくイメージができる>ゃく不安や心配の減少>する割

合が高い傾向がうかがわれる。 ζれはやはり経験の差で

あろう。

ウ 立合いの希望別及び経産回数別に検討した。

く委群>と<夫婦で群>の閣で有意差のあったのは次の

項目である。

<妻白評価>

*お産のイメージができそうか

第 1回ー評価④由割合で<袈群>と<夫婦で群>由

問で有意差があり，く夫婦で群>の方がイ

メージできる割合が多い。

第2回ー評価④C割合では有意差はないが，評価②

(f)少しできるの割合はく夫婦で群>の方が

有意K少ない。

*不安や心配が軽減したか

第2回評価①②の割合は有意に<婆群>の方が多

く，軽減していない人の割合がく袈群>白

方が多い傾向がある。

<夫の評価>

本お産のイメージができそうか

第 1回ー評価④の割合でく夫婦で群>の方が非常に

イメージできる割合が多い。また評価②の

割合がく夫婦で群>白方が有意に少ないの

で，<夫婦で群>の夫の方がイメージがで

きる割合が多いといえよう。

第2回一評価@:の割合が有意にく夫婦で群>の方が

その割合が多い。

*不安や心配が軽減したか

第 l回一評価¢②申書1)合は有意にく姿群>白方が多

く，評価④の割合は有意にく夫婦で群>の

方が多い。不安や心配が軽減した人の割合

は夫婦で群田方が多い。

第2回一評価@の割合は有意にく夫婦で群>の方が

多い。

なお，<妻群><夫婦で群>両群て第1回より第2固

になって，イメージができる割合もふえ，不安なども軽

減している割合がふえている。

くお産自イメージについて>

お産のイメージがっくりにくいという結果がでると，

視聴覚教材をとりいれる必要があるという意見がだされ

そのアイデアが採用されやすい。確かに初産自人達に

とってお産は未知の経験であり，映像などで分娩由経過

や陣痛室や分娩室でのすごし方などを見る経験は，安心

感を増加させる働きがあるだろう。いわゆる一般的な分

娩由経過を知り・視る己とは，自分のお産自イメージを

作るうえで参考にはなるであろうの

評価表の結果からは，講義白内容などの条件が同一で

あっても，くイメージができそうだ〉という割合は，ク
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• 1 開催は lクール2固なので描 18目→1，第 28目→E
，z一四段階鮮価 ①全然よくない @少しよかった

@ほぽよかった @非常によかった

受講者からのフィードパック評価121表 10-1

舗
白
書
'
酒
欄
遣
、
叶
作
車
詣
蝉
端
R
湿
叫
が
事
滞

開催 聾 失

日
'2① 

@ @ @ 5テR』fタ且 合計 @ @ @ @ 究テ』tタ日 合計.1 

① く指導の仕方> -認知・情動~

l 説明の仕方

@明快さ理解のしやすさ I 。 1 ( 0，3) 50 (15，9) 240 (76，4) 23+ 314 (1曲 0) 。 3 ( 1.0) 65 (20.7) 226 (72，0) 20 314 (100.0) 
E 1 ( 0，3) 。 31 ( 9，9) • 260 (82，8) 22 314 (100.0) 。 。 39 (12.4) 245 (78.3) 四 314 (1曲0)

@ 聞C，や興味を引出すカ I 。 。 29 ( 9，2) 262(:田 4) 23 314 (1田0) 。 。 40 (127) 缶4(:田，9) 剖 314 (1同0)

E 1 ( 0.3) 。 20 ( 6，4) 2干0(86，0) 23 314 (100，0) 。 。 20 ( 6.4) 2曲(剖，7) 担 314 (100.0) 

2 畏現の仕方一声の轡きなど I 。 3 ( 1.0) 31 ( 9，9) 257 (81.8) 23 314 (1曲0) 。 5 ( 1.6) 62 (19，7) 227 (72，3) 20 314 (1曲0)

E l( 0，3) 1 ( 0，3) 30 ( 9，6) 2日59(82.5) 由 314 (100.0) 。 。 45 (14，3) 241 (76，8) 却 314 (1曲。)

乱 アドパイスの仕方

@全体に対して適切に控助していたか 。 。 71 (22，6) 220 (70，1) 23 314 (100.0) 。 3 ( 1.0) 73 (23，2) 
.a25s0(〈曲79目6) 

23 314 (1曲0)

E 1 ( 0.3) 1 ( 0，3) 24 ( 7，6) -お6(:剖7) 22 314 (1帥0) 。 1 ( 0，3) 35 (ll.l) 割 314 (1叩0)

@全体iと自由iζ質問できるような穿鴎 I 。 4 ( 1.3) 47 (15，0) 問22曲措 (75，8) 25 314 (100.0) 。 12 ( 3，8) 64 (20.4) 
224146〈068823〉) 

剖 314 (1曲 0)
気があったか H 1 ( 0，3) 2 ( 0，6) 21 ( 6，7) (85.4) 担 314 (1凹 0) 。 2 ( 0，6) 38 (12.1) 28 314 (1曲0)

@個人の質問や意見を心よ〈畳砂いれ I 1 ( 0，3) 2 ( 0.6) 48 (15，3) 226 (72，0) 37 314 (1帥，0) 。 3 ( 1.0) 55 (17，5) 
.BZ4O9((制793〉〉

46 314 (1曲0)
ていたか E l( 0，3) 。 15 ( 4，8) -窃2(:田6) 26 314 (1冊目 。 。 32 (!(悶〉 33 314 (100，0) 

@ 自分の翠解が不十分な時，適切な担 I 。 4 ( 1.3) 72 (22，9) 却l(倒的 37 314 (1回0)I 0 5 ( 1.6) 72 (22，9) 
叩224042((677501〉) 

33 314 (100.0) 
助があったか E 。 1 ( 0，3) 36 (11，5) 四250 (79，6) 訂 314 (100，0) 。 2 ( 0，6) 42 (13，4) 28 314 (1叩0)

4，擁習中のアドバイス

@ 自分iζ適切なアドパイ不をしてくれ I 。 2 ( 0，6) 61 (19，4) .2却 (72，6) 23 314 (100.0) 。 6 ( 1.9) 臼 (20.4) 221 (70，4) 23 314 (100，0) 
たか E 1 ( 0，3) l( 0，3) 35 (lLl) 話5(81.2) 22 314 (100，0) 。 。 44 (14，0) 240 (76，4) 30 314 (1舶0)

5 書加の促しがあったか

@質問の時間は十升だったか E l( 0，3) 4 ( 1.3) 国(17，8) 部0(73，2) 23 314 (100.0) 3 ( 1.0) 5 ( 1.6) 曲 (22.0) 2抽 (66，6) 却 314 (100，0) 
@ ふりかえりの仕方は十升でしたか E 。 5 ( 1.6) 78 (24，8) 2曲 (66，6) 22 314 (100，0) 1 ( 0，3) 10 ( 3，2) 91 (目的 183 (58，3) 29 314 (1曲0)

6， 出産プランへのアドバイス 3 ( 1.0) 15 ( 4，8) 66(幻 4)ぷ2530((472a46〉〉 77 314 (100，0) 4 ( 1.3) 10 ( 5，1) 83(:出.4)
t1肝27(〈7剖231〉〉

1白 314 (1曲0)
E 1 ( 0，3) 2 ( 0，6) 30 ( 9，6) 31 314 (1曲的 。 6 ( 1.9) 45 (14，3) 36 314 (100，0) 

ー
弓
由

l



国
M

甘
鯵
砂
幽
岬
誠
事
浦
虫
首
湘

開催 聾 夫

日 ① @ @ @ 欠デ」損タ 合計 ① @ @ @ 究テ毛ー損タ 合計

@ <体験学習の指導と書加者の自己符価〉

~認知・身体~

7. リラックスしている感じ I 。 32 (10.2) 138 (43.9) 
由 117250〈(358527〉) 

24 314 (1凹0) 2 ( 0.6) 14 ( 4.5) 110 (35.0) 166 (52.9) 22 314 (1曲。)

E 1 ( 0.3) 12 ( 3.8) 103 (32.8) 23 314 (100.0) 1 ( 0.3) 4 ( 1.3) 89 (28.3) 190 (1曲目 30 314 (100.0) 

a 時吸の仕方がつかめた I 。 22 ( 7.0) 168 (53.5) 、992〈315) 25 314 (100.0) 。 22 ( 7.0) 140 (44.6) 鴨1詔川(4目0.8的) 24 314 (100.0) 

E 。 5 ( 1.6) 114 (36.3) 〈臼8) 23 314 (100.0) 。 3 ( 1.0) 114 (36.3) 30 314 (100.0) 

9. リラックスしたすとし:方は番考Iとなっ I 。 6 ( 1.9) 78 (24.8) 205 (65.3) 25 314 (1曲0) 。 6 ( 1.9) 84 (262) 201 (1臼 0) 23 314 (1曲0)

たか E 。 3 ( 1.0) 73 (23.2) 216 (68.8) 22 314 (1凹0) 。 l( 0.3) 7I (22.6) 213 (67.8) 29 314 (100.0) 

10 蹄習の時聞は十分だったか I 。 21 ( 6.7) 1田 (40.8)マ14140(舶44.6の) 
25 314 (1阻0) 3 ( 1.0) 25 ( 8.0) 112 (35.7) 151 (48.1) 23 314 (1凹0)

E 1 ( 0.3) 4 ( 1.3) 72 (22.9) 23 314 (100.0) 1 ( 0.3) 10 ( 3.2) 72 (22.9) 同 203 (1倒的 28 314 (100.0) 

@ <m理事者の躍度〉

~認知・情動~

11 個人を尊重していたか I 。 1 ( 0.3) 22 ( 7.0) 266 (制7) 25 314 (1岨0) 。 2 ( 0.6) 田 (8.9) 261 (曲。 23 314 (1加0)

E 1 ( 0.3) 。 10 ( 3.2) 281 (89.5) 22 314 (1帥0) 。 。 21 ( 6.7) 2曲 (83.8) 30 314 (100.0) 

目 指導者iζ錫しみやすさを慾じたか I 。 。 11 ( 3.5) 担0(89.2) 自 314 (100.0) 。 1 ( 0.3) 15 ( 4.8) 277 (88.2) 21 314 (1曲.0)

E 1 ( 0.3) 。 4 ( 1.3) 287 (91.4) 22 314 (100.0) 。 。 14 ( 4.5) 271 (86.3) 29 314 (100.0) 

13 国朝惑がもてたか I 。 。 18 ( 5.7) 273 (86.9) 23 314 (1阻0) 。 。 25 ( 8.0) 268 (85.4) 21 314 (1冊。〉
E 1 ( 0.3) 。 9 ( 2.9) 田川89.5) 23 314 (1曲 0) 。 。 12 ( 3.8) 目3(86.9) 29 314 (100.0) 

14 否定的・威圧的な態度を感じたか 30 ( 9.6) 。 1 ( 0.3) 240 (76.4) 43 314 (1凹0) 43 (13.7) 2 ( 0.6) 6 ( 1.9) 231 (73.6) 32 314 (1凹0)

E 24 ( 7.6) 1 ( 0.3) 1 ( 0.3) 254 (曲9) 制 314 (l曲.0) 27 ( 8.6) 1 ( 0.3) 3 ( 1.0) 239 (76.1) 44 314 (100.0) 

i
-
∞D
l

 

同
時
悶
仏
総

P< 0.05 • x'値Pく0.01.._ 12値

総合評価

開催 5時 夫

臼 ① @ @ @ 欠テιー損タ 合計 ① @ 申 @ 欠テ4ー損タ 合計

自分速のお産のイメ ジができたか 。 .. 48 (15.3) 2曲(63.7) 42 (13.4) 24 314 (100.0) 。 61 (19.4) 182 (58.0) 49 (15.6) 22 314 (1曲0)

E 。 30 (10.8) 202 (臼 3) 55 (17.5) 23 314 (1回.0) 1 ( 03) .1b〈96〉 191 (602) 日 (20.1) 29 314 (1冊。〉

醍聞や不安などが経揖したか I 3 ( 1.0) 49 (15.6) 183 (田.3) 田(15.9) 29 314 (1曲0) 2 ( 0.6) ..41. 6 9(156〉 183 (58.3) 56 (17.8) 24 314 (l帥.0)

E 4 ( 1.3) .. 10 ( 3.2) 181 (57.6) "も'6(30.6) 国 314 (1帥0) 2 ( 0.6) ( 5.1) 178 (56.7) "も7(27.7) 31 314 (l凹0)

表10-2 

P<O.05 • x'値P<O.OI H・x'値



堀口唯周産期ケアーと両親教育IC関する研究

ラス参抗渚由動機によって有意にそ白差異が認められた。

また，イメージを作るために視聴覚教材が一番重要だと

いうととは，初経産によって有意差がないという結果よ

りも積極的には採用できない。

(たとえば，ヒマラヤ登山由映像をみてもヒマラヤ登山は

できない。)

一般に用いられているイメージ療法あるいはイメージ

による目的達成法では，予め他者によって作成された映

像を見せる己とによりイメージを形成させるという考え

は補助的手段として考えられている。イメージは本人が

作りだしていくものである。既製の映像がイメージに貢

献するのではない。既製自映像は補助的手段でしかすぎ

ない。<イメージによる目的逮成法>でいうイメージ白

扱い方とその考えかたを簡単に述べる。

目標を達成するにはーー目標が明確なζと，連U成意

欲があるとと，成功イメージを持って由ぞむ態度(逮

成された時の自分の状態を想像するζと).達成する

ための綿密な計画をするととで，自分の古闘をしる，

必要な知識の収集，必要な自練などのアウトライン

を第1段階でつくる纏像力で描きだす)。そのイメ

ージに基づき実際に行動して，必要に応じて計画を

修正する(柔軟性のある態度).計画が成功に導くよ

うに計画をしていく。そして常i?:，とれらの過程は

記録され(体の運動系を使用する〉ている乙とも大

切だが， ζれら白過程をチャート化して映像化して

記憶する。特に，達成イメージは絵など芸術的な

スタイルにしてインプットl.，.時々乙の成功イメー

ジを思いだしながら，準備をするζとが効果的であ

るζ とが報告されている。己白過程がイメージ法の

主要なアウトラインである。

お産についてもとのような過程を踏んだイメージづく

りが応用できょう。

クラス参加者の動機比よってイメージ由連成感の差異

が有意IC認められているととを吟味するならば，この目

的逮成の為の条件をすでに持っているのが，立合い希望

がく夫婦である群>ではないだろうか。夫婦で目標があ

る程度明確なζとと達成意欲がある乙とが，評価表の結

果にみるようにお産のイメージづくりの創憾の違いに

表れている白ではないだろうか。

くお産自イメージがどのくらいできているか>という

項目で確認している ζとは，まさに出産プランがどのく

らいくイメージ〉としてインプットされているかという

ζとである。

スタッ 7には，夫婦にく一般的な分娩由経過の他に，

各夫婦が経験するであろうお産の経過や入院準備を含め，

退院時ぐらいまで由過程がイメージできるようーー出産

プラン>を援助していく必要があるという ζ とではない

た、ろうか。

まさに，受講者の出産プランにどのように関わってい

くか援助していくかということが出産準備クラスを担当

するスタァフの目様である。

く失群>.<夫婦で群>では，多項目で同傾向を示

しており， ζれらのメンパーが持っている上記のよう

な長所を上手に支援しながら.<婆群>の夫婦に積極

的に関わる必要があろう。勿論，映像や疑似体験 (νュ

ミレーション)なども大切であるが，今視覚的あるいは身

体的体験白みがイメージづくりの基本でない乙とを強調

したい。

E 要約

1 対象の把握

(11 対象白特徴と指導

①対象D属性

@年 齢-30才以上の妊婦が40%.30才以上の失が

65% 

⑤初経産一経産の割合18%' 

@結婚年数ー結婚5年初産婦が10%

*指導上の留意ー

・年齢階層の高い成人を対象と Lた出産教育であるζ

と.35才以上の初産婦5%受講していることを考慮

して，受講者の身体・心理・社会的状況のアセスメ

ントを，個人四レベルでかつクラス全体についてお

こなう。

・経産婦由経験を初産婦の出産自イメージづくりの情

報として活用する。

②立合い分娩の動機などからみる対象者の特徴

(立合いの希望者〕

@立合いの希望主体:~IJlC. <妻群><夫群>く失婦で

群>の3群IC分類し各項呂を検討。

@夫が立合い白希望をじている割合

(夫群と夫婦で群を合計〉ーー初産41%. 経産36%

1983年の我々の調査時より，失が立合いを希望する

割合が増えでいる傾向がある。

@く夫群>の夫の年齢層は，他群IC比べ有意に年齢層

が若い。ゆえに，結婚年数も初産自場合は全員4年

来満である。

@糖産の<央婦で群>では.<襲群>に比べ有産に結

婚年数10年以上の割合が多い。

〔動機・翠由〕
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@袈 ・母子の早期接触をしたいー 5%

<袈群> ・ラマーズ法で出産した-4%

-立合いの経験を夫にさせる己とで，子育てや手伝い

などの己とで夫の意識を変えたい理由をあげている

割合が.<夫婦で群>1'比へ有意に多い。

<夫婦で群>

・立合う ζとで失と心的共有感を味わいたいという理

由をあげた割合が，く婆群>1'比べ多い傾向がある

⑥夫

<袈群>

・立合う ζとで婆の不安が軽減するζ とができればと

理由をあげている。

く夫婦で群>

・体験重視，価日直感l'より，子どもを重視している考

えにより立合いを希望する割合が，く妻群>より有

意に多い。

く夫婦で群>ゃく夫群>では，夫・父親母役割の認

識がある乙とがく委群>の夫よりも明確に表されて

いる。<夫群〉の夫の年齢層が若い己とが起因して

いるのか，夫が主体でもこれから述べる項目では，

<夫婦で群>の夫の反応とは異なる様相を表してい

る。今回は例数も少なく，また意識調査などを実施

していないので，受講者の窓識の違いが何によるも

のかは充分に検討するのには資料不足である

・先年，共同研究者の千賀が調査した夫立合いをする

夫自意識調査の結果では，自から立今いを希笠する

夫は，自分の価値観や考えなどが明確になっており，

夫・父親としての意識や行動に積極性が認められて

いる。

・対象者の把握のためには，意識調査など定期的に実

施しておく必要がある。

*指導上の留意ー

・夫の立合い動機は様々であり，立合う ζとに跨路し

ている失もいるので，受講者自立合い動機などを把

握しておく。

・第1回自のクラスでは，特に受講者の把握が重要で

ある。また，受講者とスタッフ，受講者同士の親し

みや信頼感などラポート形成をはかるようにする。

・受講者から得られた情報は，プライパシーに関わる

ζとなので，そ白公開などには十分"配慮する。

③出産プランー一受講前

(初産]

@全体では

.自然なお産をしたい-43%

・積極的な態度でお産にのそーみたい 21% 

⑤立合い希望別

・く夫婦で群>では，夫婦で協力して出産したいとい

う希望の割合が多い。

・母子の早期接触

<妻群>-3%<夫群>ー12%<夫婦て群>-85話

〔経産}

③全体では

・自然なお産をしたい-31%

・母子の早期接触をしたい-6%

⑥立合い希望別

-く夫婦で群>では，積極的態度でのぞみたいという

割合が多い。

・母子の早期接触

<妥群>ー 7%く夫群>ー20%<夫婦で群>一

*指導上の留意

・多くの受講者は特別なプランを持っているのでなく，

まずは自然で安全な分娩をのぞんでいる。

・経産婦は，よい出産体験をしたいという希望の割合

が多い。

-家族の情況を尊重し，家族にとって意味のある経験

となるように援助する。

・処置などに対する要望は，説明するζとにより特l'

要望に固執しない夫婦が多い。

(失立合い分娩を認めると，様々な処置を拒否した

りする四でやっかいであるという人もいるが，事

前の説明などで，両者の良いCommunicationに

より大きな問題にはなりにくい。日頃からの患者

さんと白Com皿.unicatIOnの仕方による。また，

患者さんを尊重した姿勢を持ち，かっ専門家とし

ての賀任のもてる範囲内で専問家がどのようなポ

リシーを持っかによる。〉

@ ヲラスで学びたい己と

〔初産〕

@全体では一一

-リラックスしてお産に望む方法をしりたいー295￥

.分娩の経過ー26%

・呼吸法を知りたいー25，苦

・出産の心がまえを知りたいー21%

@立合い希望別

・く妥群>一リラックス，呼吸法・分娩の経過

182ー

.<失群>一リラックス，分娩，呼吸・心がまえ

リラァクスー-41%

・<夫婦で群> リラックス，呼吸法，分娩の経過
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@内容別では

・夫の役割やサポートとの仕方を

ーー<夫婦て群〉では，喪群に比べ有意に多い

・リラックスは く夫群〉で41%

*指導上の留意ー

・クラスで学びたいことの内容と要望の割合は，立合

い希望の失の関わりあい方により差がある

・第 I回自のクラスの進行では，立合いl'消極的な失

速に，自分でも立合いができそうだという気持がお

きるようK援助する。

・失立合いに積極的な夫婦には，その窓欲"共感し動

機の強化と，課題の明確化の援助をしていく。

・クラスを受講しようという人逮は，分娩経過など白

知識などだけを要望しているのではなく，より積極

的に出産にのぞむために，自分違ができる準備をし

ようとしているζとに注意を向ける。

・カリキュラムとして求められている己とには，リラッ

クスの方法，赤ちゃんの生理・育児のことなどが含

まれている。

出産前に夫婦でこのような内容を学習しておく ζ と

は，夫由理解が深まるのでなるべくとのような要望

を考慮して準備しておくことがよい。

⑤現在，心配な己と

〔初産]

@全体では一一

-赤ちゃんは五体満足かーーー ー 18% 

・今，体の状態が心配ー-------9%
-入院自時，夫と連絡がとれるか ~ 9，百

・分娩に対する不安 一一一---89百

⑥希望別

<婆群>

・今，体の状態が心配一一ーーー一一ー14%

.その他の不定しゅう訴一一一ー一一ー10%

<夫群〉

-入院する時期はいつかーー一一一ー-8 $百

<失婦で群>

-入院の時，夫と連絡がとれるか

は圭産〕

@全体で

・第 1子惇対してどのように関わったらよいかー11%

・赤ちゃんは五体満足かーーーーー ーー一一-9%
.正常なお産ができるだろうか一一ー一一一ーー 7%

⑥希望別

・く夫婦で群>の方が，心配の割合が高い傾向車場る。

お産の経験があるととと，お産に対する意識が高<， 

よりよいお産をのぞむゆえに心哩が多くなるのであ

ろう。

@初産との違い

・経産では，有意に心配をする内容市制》ないものが多

し、。
*指導上の留意ー

・育児不安や母乳がでるかなど，心配の内容は多様で

ある。

・立合肴望の主体の違いによって，考え方やものどと

に対処する仕様が異なる。<夫婦で群>は積極な姿

勢があるので，対象者の要望の後手々にならないよ

うに，要望など白先取りするく、らいの洞察をしてお

く必要がある。く夫群>では，心配の内容などは現

在のととよりも将来起きそうなととを具体的に問題

にしているζとが多い。また，年齢層も若い白で，

心配や不安なととについでは，具体的に簡潔に説明

し自分逮が何をしたらよいのかすぐに判断できるよ

うな情報や助言が必要であるう。く饗群>では，現

在自身体の心配ごとなどがあり，マイナートラブノレ

を含めて共感しながら受容的にきめ細かに対応して

いくことが求められる。という由は，妻群の立合い

希望からも，現濯，夫から十分サポートされていな

いことが推察される(子ども地主主れたら何とかして，

家事や育児に協力してもらいたいと，央自意識変革

を願っている〉。とのように他者に対して操作的に関

わるタイプは，表面は柔順だが基本的l'は支配的な

と己ろがあるので，スタッフとしては十分に受容的

対応する。

立合い希望別に対応白仕方を述べたが， ζれはあく

までも参考であり，対象者の典型的な例としてあげ

たままである。

2 指導について一一評価衰の結果より

(11 受講者は，必要な知識や情報がえられたか

①第 1日・第2日とも，どのカリキュラムにおいても

夫婦ともに評価@くほぼ得られた>評価@)<十分に

得られた>とい台高い評価をしている。

②第 1日・第2自にわたって説明をする伺ーの講義で

は(ステップを踏み必要なととろは再学習をする)，

第2目自の評価が土昇している。

笹凄の評価

第2日自の評価⑤が有意に上昇している項目は，

分娩の経過，入院の時期，呼吸法

@夫の評価

第2日自の評価aか有意に上昇している項目は，
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入院の時期，呼吸法

⑤第 2日自の方が有意に評価が下っている項目は，

リラックスの重要性，夫の役割やサポートの仕方

これらは，受講者自身の目標水準が上昇して，充実

感が得られないのであるう。

@妊産婦の心理や赤ちゃんの生理や育児1<:関する評価

も他自カリキュラムに比べ低い傾向1<:ある。

121 援助者への評価

①指導性

〔袈〕

喧)$くの項目で第 1日・第2日を通じて評価@:の割合

が高い。

⑥評価@の割合が低いのは，第 1日ではく理解が不充

分なとき個人的な援助があったか>.第2日ではか

くふりかえりの仕方が充分であったか>という項目。

@評価@が比較的変化しなかった項目はく表現の仕

方>である。

[夫〕

@評価@の割合は高いが饗のそれに比べ低い傾向があ

る。

@第2目白 IC評価④白上昇が有意に高いのはくアドパ

イスの仕方>の項目である。

@第2日自には.<説明の仕方><表現の仕方>.

く練習中のアドパイス>の項目は有意には上昇して

いなし、。

③等1日-2日を通じて評価④の害IJ合の高い由は，婆

と同様にく関心や興味を引きだす熱意>由項目であ

る。

@評価@の割合が低い白は婆と同様 1<:第 1日では，

*指導上白留意ー

・受講者個人の理解が不充分な己とを早自に把握して，

カリキュラムの流れの中で受講者が取残されないよ

うに援助していく。

・受講者の学習した結果の自己確認の意味もある質問

自時間やふりかえりの時聞が，受講者自身に充実し

たも自に感じられるように，カリキュラムや方略な

どを充分に検討するζとが必要。

く理解が不充分なとき個人的な援助があったか>.

第2目ではくふりかえりの仕方が充分であったか>と

いう項目。

・出産プラン1<:みるように，担当スタッフはカリキュ

ラムについて充分アセスメントをもってのぞむ。

・クラスの進行については，受講者の情況を常IC敏感

に把握しながら，柔軟性を持って対応する指導性が

大切(講義内容，指導方略など〉。
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②体験学習白指導性

③妻

・第2自由評価④が有意1<:上昇している項目は，くり

ラックス感><呼吸法の仕方>く練習時間>

⑥央

・第 2日の評価④が有意に上昇している項目はく呼吸

法の仕方>

@体験学習の指導性をみた項目は，他の指導性などの

項目の評価1<:比べ，評価@白書IJ合は50-6日必て低い。

本指導上の留意一

-スタッフ自身のリラックス白仕方などを練習し指導

法について充分に習得しておかねばならない。

③指導者の態度

@全体では

・スタッフの態度全般に対して評価④の割合の多く。

良い評価を得てる。だが，威圧的に感じたという

否定的評価の割合が他の項目より多い。

・第2日の方が有意に評価@の割合が上昇した項目は

夫婦ともない。

⑥委

・第1日，第2日ともに評価@の害IJ合が高いのは，

<親しみやすさ>である。

・評価④田上昇率が比較的高かったのは，く個人を尊

重してくれる態度>の項目。

@夫

・第 1日IC評価@の割合が高いのは.<親しみゃす

さ>である。

・第2日に評価④の割合が高いのは，く信頼感がもて

た>
・評価@:の上昇率が比較的高かった白は，く威庄感を

感じたか>の項目で感じないという評価である。

*指導上の留意一

・威圧的に感じたという否定的評価の割合が他の項目

より多い。

・専門家は，職業上許容される態度が，第20)キャラ

クターとなりやすいので自覚が必要。

-指導者の態度などは，学習者(受講者)の意欲など

1<:影響を与える。

-指導者の態度は，技術などの習得のように変化する

ものではない。その指導者の人格，性格，考え方な

どが反映されるものであるから，とのような教育の

指導者としては自己研讃が必要。

④総合評価

(お産のイメージはできそうか〕

@妻
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-第1回，第2固とも評価@の割合は64%。しかし，

第2回では評価②の割合が有意に減少しているので，

イメージができるようになっている。

⑥夫

・第2回では評価②の割合が有意に減少している

〔不安や心配の軽減)

@委

・第 1回，第2固とも評価③の割合は58，話。第2回で

は評価@の割合が有意に減少し評価@の割合が有

意に上昇している。

@失

・第2回では評価②が有意に減少し，評価④の割合が

有意l'上昇している。

〔まとめ〕

@夫婦ともにく夫婦で辞>の方が，イメージがよくで

きる割合が多い。

不安や心配が軽減していない妻の割合は<婆群>に

多い。また，不安や心配が軽減している夫の割合は

く失婦で群>の方が多い。

@夫婦ともにく夫婦で群>では，お産のイメージがよ

くでき，かっ心配なども軽減しており，クラス白目

標とする内容白達成度が高い受講者として評価でき

る。

@ヲラス受講者全員についても，出産のイメージがで

きる，心配などが軽減している割合が多いので，ク

ラスの目標はほぼ達成していると評価できる。

E おわりに

今報告では，第 1"夫婦でよく話しあわれた出産プラ

ンこそ，お産のイメージをつくりあげ港着いて出産が迎

えられる基本だという ζと。第2に，夫婦の潔境に適し

た出産プランの援助過程そのものが，出産準備クラスの

スタッフ(援助者，指導者)の専門性であることを述べ

た。どむようにその専門性を発揮する白かについてクラ

スを受講されたど夫婦からのフィードパックより検討し

た。出産準備教育のスタッフの指導上留意することとし

て報告した内容は，目新しいものではない。対象を尊重

した対象理解という原点を大切にしていく ζ とを強調し

た。

指導上の留意事項などは，データ分析にそって報告し

たDで，総論は第3報において報告する。

ζζにあるご失婦申出産プランの一部を紹介したい。

己申出産プランは，準備クラスとは何かという原点をわ

れわれに教えてくれるく響き>白ように思われる。

『しずかに落着いてゆったりとした気持で，

そして，祝福をもってとともの誕生をむかえられる

ようにしたい そ白準備をしたいー，

祝福された潔境の中にこどもをむかえてあげたい』

- 185ー


